
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
	�
�

［
ジ
ャ
イ
カ
ズ
 ワ
ー
ル
ド
］
 平
成
21年

6月
1日
発
行
（
毎
月
1
回
1日
発
行
）　
編
集
・
発
行
／
独
立
行
政
法
人
 国
際
協
力
機
構

 〒
151-8558 東

京
都
渋
谷
区
代
々
木
2-1-1新

宿
マ
イ
ン
ズ
タ
ワ
ー
内
　
T
E
L 03-5352-5433　

F
A
X
 03-5352-5032　

http://w
w
w
.jica.go.jp/

IS
S
N
 1883-276

8

���� ���� ��	��●��

希望と発展の地―メコン 
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ア
ン
デ
ス
の
山
々
に
囲
ま
れ
た
町
ク

ス
コ
は
、
か
つ
て
南
米
大
陸
に
栄
え
た

巨
大
な
イ
ン
カ
帝
国
の
首
都
だ
っ
た
。

そ
の
ク
ス
コ
で
は
、
南
半
球
の
冬
至
を

迎
え
て
間
も
な
い
６
月
24
日
、
盛
大
な

イ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ミ
が
行
わ
れ
る
。 

　
イ
ン
テ
ィ
と
は
イ
ン
カ
帝
国
の
共
通

語
（
ケ
チ
ュ
ア
語
）
で
「
太
陽
」、
ラ
イ
ミ

は
「
祭
り
」
と
い
う
意
味
だ
。
こ
の
日

の
た
め
に
イ
ン
カ
帝
国
全
土
か
ら
集
ま

っ
て
き
た
人
々
は
、
鮮
や
か
な
民
族
衣

装
を
身
に
ま
と
い
、
各
地
の
特
産
物
を

持
っ
て
皇
帝
の
前
に
参
じ
る
。「
太
陽
の

子
」
と
た
た
え
ら
れ
た
イ
ン
カ
皇
帝
は
、

こ
の
年
の
収
穫
に
感
謝
し
、
次
の
年
の

豊
作
を
願
っ
て
民
と
と
も
に
祝
う
。
太

陽
が
地
球
か
ら
離
れ
、
最
も
日
が
短
く

な
る
こ
の
時
期
、
太
陽
の
神
を
惜
し
む

か
の
よ
う
に
。 

　
み
こ
し
に
乗
っ
た
イ
ン
カ
皇
帝
が
バ

ラ
ヨ
ッ
ク（
金
の
つ
え
）
を
手
に
登
場
す

る
と
、
周
囲
か
ら
歓
声
が
沸
き
上
が
る
。

そ
し
て
皇
帝
の
指
揮
の
も
と
、
神
官
た

ち
が
聖
な
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
地
酒
を

大
地
に
注
ぎ
、
神
の
言
葉
が
宿
る
コ
カ

の
葉
で
運
勢
を
占
う
。
生
き
た
リ
ャ
マ

の
心
臓
を
太
陽
の
神
に
捧
げ
る
と
い
う

儀
式
が
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
る
と
、

山
の
民
は
大
地
を
轟
か
す
よ
う
に
激
し

く
踊
り
出
す
。 

　
イ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ミ
は
、
一
年
の
区
切

り
を
付
け
る
イ
ン
カ
の
大
切
な
祭
り
と

し
て
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。 

フォトエッセイスト。ペルーを拠点に、環境問題、先住民の文化習慣など世界の情報をメディアを通して紹介
している。著書に『アンデスの祭り』『アンデス奇祭紀行』『世界遺産の町クスコで暮らす』など。文・写真＝すずき ともこ

6
月
24
日 

イ
ン
テ
ィ
ラ
イ
ミ 

9

と
ど
ろ 

ペルー 
����

クスコ 



JICAのビジョン
表紙  撮影：久野真一

すべての人々が恩恵を受ける、 
ダイナミックな開発を進めます 

春夏秋冬 

特集 

インカの繁栄を祈る太陽の祭り 

希望と発展の地―メコン 
魅力あふれるメコン 

成長するメコン

メコンの発展を導く地域の統合を　メコン

より魅力的な投資先となる日を目指して　カンボジア

メコン地域の成長を担う人材育成を　メコン
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ラオス・サバナケットのメコン川の夕暮れ。
川岸で、涼を求めて人々が水浴びを楽し
んでいた。円借款で建てられた第2メコン
国際橋が背後にそびえ立つ



命
の
恵
み
を 

も
た
ら
す
メ
コ
ン 

   

　
中
国
雲
南
省
か
ら
、ミ
ャ
ン
マ
ー
、ラ
オ
ス
、

タ
イ
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ベ
ト
ナ
ム
に
伸
び
る
メ
コ
ン

川
。
全
長
４
８
０
０
キ
ロ
に
も
及
ぶ
母
な
る
大

河
は
、い
つ
の
時
代
も
こ
こ
を
訪
れ
る
者
を
魅

了
し
、こ
の
地
に
生
き
る
人
々
に
た
く
さ
ん
の

„
命
の
恵
み
“を
も
た
ら
し
て
き
た
。 

　
メ
コ
ン
の
名
の
由
来
は
諸
説
あ
る
。一
説
に
よ

る
と
、「
メ
ー
」
は
タ
イ
語
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
語
で

「
母
」
を
、「
コ
ー
ン
」
は
「
水
」
を
意
味
し
、日

本
語
に
す
る
と
「
母
な
る
川
」
。
正
し
い
発
音

は
「
メ
ー
コ
ー
ン
」
と
い
う
。 

　
メ
コ
ン
川
流
域
に
あ
り
、総
面
積
が
約
２
０
０

万
平
方
キ
ロ
と
い
う
広
大
な
大
地
が
広
が
る

メ
コ
ン
地
域
に
は
、
約
２
億
２
０
０
０
万
人
に

上
る
多
様
な
民
族
が
共
生
す
る
。
そ
う
し
た

人
々
が
メ
コ
ン
川
か
ら
受
け
て
き
た
恩
恵
は
計

り
知
れ
な
い
。
川
は
、豊
か
な
自
然
を
は
ぐ
く

む
だ
け
で
な
く
、
産
業
を
生
み
、エ
ネ
ル
ギ
ー

を
作
り
出
す
源
。
ま
た
、こ
の
川
に
生
息
す
る

魚
は
貴
重
な
タ
ン
パ
ク
源
で
あ
る
と
と
も
に
、

下
流
に
広
が
る
肥
沃
な
大
地
で
は
、
主
食
と

な
る
コ
メ
の
生
産
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
。 

　
そ
し
て
、川
に
対
す
る
人
々
の
敬
意
の
表
れ

な
の
だ
ろ
う
。
ど
の
国
で
も
、川
か
ら
の
恵
み

を
無
駄
な
く
活
用
す
る
昔
な
が
ら
の
知
恵
が

息
づ
く
。
例
え
ば
、メ
コ
ン
地
域
の
食
堂
や
屋

台
に
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
置
い
て
あ
る
魚

醤
。
魚
や
イ
カ
な
ど
の
魚
介
類
を
発
酵
さ
せ

た
調
味
料
で
、主
食
の
コ
メ
に
も
合
い
、地
元
の

料
理
に
は
欠
か
せ
な
い
。 

   

　
悠
久
の
歴
史
を
今
日
に
伝
え
る
数
々
の
遺

産
に
出
会
え
る
の
も
、メ
コ
ン
地
域
の
魅
力
。

中
で
も
有
名
な
の
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン
コ
ー

ル
遺
跡
、タ
イ
の
古
都
ア
ユ
タ
ヤ
、ラ
オ
ス
の
古

都
ル
ア
ン
パ
バ
ー
ン
、ベ
ト
ナ
ム
の
古
都
ホ
イ
ア
ン

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
世
界
遺
産
だ
。
世
界
三

大
仏
教
遺
跡
の
一
つ
、ミ
ャ
ン
マ
ー
の
バ
ガ
ン
も

美
し
い
。
日
本
か
ら
飛
行
機
で
わ
ず
か
約
６
時

間
の
タ
イ
に
は
、年
間
１
０
０
万
人
以
上
の
日

本
人
が
訪
れ
て
い
る
。 

　
食
も
ま
た
、こ
の
地
域
の
魅
力
の
一
つ
だ
。
タ

イ
の
ト
ム
ヤ
ム
ク
ン
、ラ
オ
ス
の
ラ
ー
プ（
ひ
き
肉

の
香
草
い
た
め
）
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ク
イ
テ
ィ
ウ

（
コ
メ
麺
の
ス
ー
プ
）、ベ
ト
ナ
ム
の
フ
ォ
ー
、ミ
ャ

ン
マ
ー
の
モ
ヒ
ン
ガ
ー（
麺
料
理
）な
ど
が
各
国

を
代
表
す
る
料
理
で
、日
本
人
の
口
に
も
よ

く
合
う
も
の
が
多
い
。 

　
メ
コ
ン
地
域
と
日
本
に
は
共
通
点
も
。
主
食

が
コ
メ
で
あ
り
、は
し
を
使
っ
て
食
事
を
す
る
。

ま
た
、同
じ
仏
教
国
と
し
て
、交
流
の
歴
史
も

長
い
。
特
に
近
年
は
、
政
治
対
話
、
経
済
・
文

化
、観
光
な
ど
幅
広
い
分
野
で
ヒ
ト
と
モ
ノ
の

行
き
来
が
活
発
だ
。
そ
し
て
「
日
メ
コ
ン
交
流

年
」
で
あ
る
今
年
２
０
０
９
年
は
、各
地
で
メ
コ

ン
地
域
と
日
本
の
交
流
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

深
め
る
た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

　
悠
久
の
メ
コ
ン
。
神
秘
的
な
部
分
を
残
し
つ

つ
、
希
望
に
満
ち
、
魅
力
あ
ふ
れ
た
こ
の
地
域

に
は
、さ
ら
な
る
繁
栄
に
向
け
た
多
く
の
可
能

性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。 

秘
め
ら
れ
た 

可
能
性 

し
ょ
う 

ぎ
ょ 

雄大なメコン川流域に位置する 
カンボジア、タイ、ベトナム、ミャンマー、ラオス。 
このメコン地域は、まだまだ私たちが知らない魅力であふれている。 魅力あふれるメコン 

A. メコン川で捕れるなまずの一種パンガシウスは人々の貴重なタンパク源
B. 寺院のそばでお供え用の花を売る女性（ラオス）
C. 日本でも有名なタイのトムヤムクン ○c Tim Hill/Alamy/PPS
D. ミャンマーの女性 ○c J Marshall/Alamy/PPS 
E. プノンペンの中央市場には新鮮な魚や野菜が並ぶ
F. メコン川の夕暮れ（タイ）○c Superstock/PPS
G. メコンの人 も々食事ではしを使う ○c Grant Rooney/Alamy/PPS 
H. 浴衣を着たベトナムの女の子。ホイアン祭りで日本との交流イベントが
開かれた
I .  カンボジアの世界遺産アンコール遺跡

J. ラオスのタートインハン寺院。寺院は人々
の生活と心のよりどころ
K. クメール料理、オニテナガエビのスープ
L. カンボジアの男性
M.ベトナムの稲作地帯で農作業する女性  
○c David Noton/Alamy/PPS 
N. 市場の通路で昼食を取る女性たち
O. ラオスの女の子 ○c Paul Strawson/
Alamy/PPS 
P.世界遺産の町、ベトナムのホイアンに
並ぶランタン
Q.世界三大仏教遺跡の一つ、ミャンマーの
バガン ○c R.Matina/AGE/PPS

撮影：久野真一（B.H.J.P）
　　 今村健志朗（A.E.I.K.L.N）
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ベトナム 

ラオス 

カンボジア 

マレーシア 

中国 

バングラデシュ 

編
集
協
力
‥
廣
畑
伸
雄
・
山
口
大
学
大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
准
教
授

天
然
資
源
と
豊
か
な
自
然
を
有
す
る 

メ
コ
ン
川
流
域
の
国
々
は
、 

近
年
、急
速
な
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。 

今
後
、こ
の
地
域
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、 

ど
の
よ
う
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。 

　   カンボジア 
首都 ： プノンペン
面積 ： 18.1万km2（日本の約2分の1弱）
人口 ： 1,340万人
公用語 ： カンボジア語
宗教 ： 仏教
主要産業 ： 観光・サービス、農業、鉱工業
通貨 ： リエル
経済成長率 ： 10.2％（2007年）
主要貿易品目 ：（1）輸出　縫製品、生地、天然ゴム・ゴム製品
　　　　　　  （2）輸入　生地類、石油製品、家電製品、
　　　　　　　　　　　車輌部品

　   ラオス 
首都 ： ビエンチャン
面積 ： 24万km2（日本の約0.6倍）
人口 ： 580万人
公用語 ： ラオス語
宗教 ： 仏教
主要産業 ： 農業、工業、林業、鉱業、水力発電
通貨 ： キープ
経済成長率 ： 7.5％（2007年）
主要貿易品目 ：（1）輸出　衣料品、金・鉱物、電力、木材製品
　　　　　　  （2）輸入　燃料、工業製品、衣料用原料

　   タイ 
首都 ： バンコク
面積 ： 51.4万km2（日本の約1.4倍）
人口 ： 6,304万人
公用語 ： タイ語
宗教 ： 仏教
主要産業 ： 農業、製造業
通貨 ： バーツ
経済成長率 ： 4.8％（2007年）
主要貿易品目 ：（1）輸出　コンピューター、自動車・部品、
 　    集積回路、天然ゴム
　　　　　　  （2）輸入　原油、機械・部品、
 　    電気機械・部品、化学製品

　   ベトナム 
首都 ： ハノイ
面積 ： 33万km2（日本の約0.9倍）
人口 ： 8,616万人
公用語 ： ベトナム語
宗教 ： 仏教
主要産業 ： 農林水産業、鉱業、軽工業
通貨 ： ドン
経済成長率 ： 8.5％（2007年）
主要貿易品目 ：（1）輸出　原油、縫製品、履物、水産物など
　　　　　　  （2）輸入　機械機器（同部品）、石油製品、
 　     鉄鋼、布など

　   ミャンマー 
首都 ： ネーピードー
面積 ： 68万km2（日本の約1.8倍）
人口 ： 5,322万人
公用語 ： ミャンマー語
宗教 ： 仏教
主要産業 ： 農業
通貨 ： チャット
経済成長率 ： 12.7％（2006年）
主要貿易品目 ：（1）輸出　天然ガス、チーク、豆類、米、エビ
　　　　　　  （2）輸入　機械類、金属・工業製品、原油、
 　     電気機械、紙類 成

長
す
る 

メ
コ
ン 

ミャンマー 

タ  イ 

ハノイ ネーピードー 

ビエンチャン 

バンコク 

 

ラオス国道9号線 

カンボジア国道1号線 

タンソンニャット国際空港 

シハヌークビル港 

カイメップ・チーバイ港 

ファーライ火力発電所 

ダナン港 

ハイヴァントンネル 

開発の 
三角地帯 

ホーチミン 

ブンタオ 

トラート 

シソポン 

ピサヌローク 

チェンライ 

モーラミャイン 

ヤンゴン 

シェムリアップ 

コンポンチャム 

プノンペン 

ROUTE
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ROUTE

1

メコン川 

東西経済回廊 

南北経済回廊 

ミャンマー、タイ、ラオス、ベト
ナムを結ぶルート。太平洋と
インド洋を陸路で結ぶことに
より、4カ国間の物流のオペ
レーションが効率化。 
＞＞事例はP10へ 

（無償資金協力）
ラオス中南部を横断し、タイ東
部とベトナム中部をつなぐ約
240kmの幹線道路。東西経
済回廊の一部。

（円借款）
ベトナム中部の山岳地帯、交
通の難所であったハイヴァン峠
に建設された全長約6.3kmの
道路トンネル。

（円借款）
東西経済回廊の東の玄関港
でメコン地域開発の拠点とな
っている。増加する貨物取扱
量に対応するための港湾整備
にJICAが協力。

メコン架橋（きずな橋） 
（無償資金協力）
メコン川により東西に分断され
ていた国道7号線をつなぐ橋。
農作物の産地であるカンボジ
ア東北部から首都までの往来
が改善され、同地域間の物流
が活発化。

パクセー橋 
（無償資金協力）
ラオス南部の中心都市
パクセーとタイにつなが
る国道10号線をつなぐ
橋。メコン川によって阻
まれていたラオス、タイ両
国間の交易増大に貢献。

カンボジア国道6・7号線 
（無償資金協力）
首都プノンペンからシェムリ
アップ、コンポンチャムにつな
がる幹線道路。日本により改
修が進められ、道路の利便性、
安全性が高まり、移動時間が
大幅に短縮。

第2メコン国際橋 
（円借款）
タイのムクダハンとラオスの
サバナケットをつなぐ国際橋。
バンコクからハノイまで、海路
で約2週間かかっていた輸送
時間が陸路で約3日に短縮。
＞＞事例はP10へ 

（円借款・技術協力）
カンボジア最大の国際港。
JICAはコンテナターミナルの
新設と人材育成などに協力。
隣接する経済特別区の整備
に伴う外国投資の誘致先と
して期待される。
＞＞事例はP14へ 

マプタプット港 
（円借款）
港湾と工業団地が整備されたマプ
タプット地区は、シャム湾で開発され
た天然ガスを利用した重化学工業
拠点でタイ随一の石油化学基盤。
工業港と工業団地などの建設に
JICAが協力。

レムチャバン港 
（円借款）
河川港で大型コンテナ船の入
港が不可能だったバンコク港に
代わり、JICAの協力などを経て
建設された軽工業の輸出拠点。
日本が建設に協力した工業団
地が隣接する。

スワンナプーム国際空港 
（円借款）
バンコク中心部から約30キロ、年間
4,500万人の輸送が可能な東南アジ
アのハブ空港。24時間稼動。建設に
はJICAが協力。

ヤンゴン港 

（円借款）
ホーチミン郊外にあり、年間約1,000万
人の旅客に対応。航空需要の増加に
伴う国際線の新ターミナル建設は
JICAの協力によるもの。

（円借款・技術協力）
ベトナム経済を牽引する港。南部経済
回廊の玄関口でもある。河川港で大
型船舶の入港に限界のあるサイゴン
港に代わる新たな港としてJICAが建
設に協力。

（無償資金協力）
プノンペンとベトナム国境を
結び、ホーチミンにつながる
道路に接続する約160kmの
幹線道路。カンボジア国内
の主要道路の一つで、南部
経済回廊の一部でもある。

（円借款）
商業都市ホーチミン近郊に
建設され、ベトナム南部地域
の電力供給の安定化、産業
振興に貢献。

（円借款）
首都ハノイ近郊に建設され、ベ
トナム北部地域の電力供給の
拡大、経済活性化に貢献。

ナムグム水力発電所 
（円借款・無償資金協力）
日本を含む世界9カ国の支援
により、1971年に完成した国
内最大級の水力発電所。
2006年まで生産電力の一部
がタイに輸出され、貴重な外
貨獲得資源になった。

ナムルック水力発電所 
（円借款）
ラオス国内の電力供給の強化、
タイへの輸出電力を増加させる
ことを目的に、既存のナムグム
貯水池の南東に隣接するナム
ルック川に建設。

ビエンチャン国際空港 
（無償資金協力）
首都ビエンチャンの郊外にある
ラオスの玄関口。ターミナルな
どの整備にJICAが協力。

カイラン港 
（円借款）
ベトナム北部唯一の深海港で、
北部の産業開発には欠かせな
いインフラ。JICAは港の改修に
協力。

ハイフォン港 
（円借款）
首都ハノイへの物資輸送に不
可欠なベトナム第2の国際港。
北部物流の中心港でもある。
JICAは老朽化した港の改修に
協力。

中国雲南省とメコン地域をつ
なぐルート。昆明からバンコク、
ハノイを結ぶ2つのルートがある。 

バンコクからプノンペン、ホー
チミンを結ぶルート。主要都
市間の移動が容易になること
で、域内での経済効果の拡
大が期待されている。 

（技術協力）
海外からの物資の輸入拠点。
2008年のサイクロンで打撃を
受けた同港の復旧が進んでい
ないため、JICAは内陸水運施
設や航路の復旧計画の策定を
支援中。

ラムタコン揚水式水力発電所 
（円借款）
タイの電力需要とピーク負荷に
対応し、バンコク首都圏の電力
増強と安定化に貢献すること
が期待されている。

フエ 

ダナン パクセー 

サバナケット 

ムクダハン 

ノンカイ 

フーミー火力発電所 

ヤンゴン国際空港 
（円借款）
旧首都ヤンゴンにあるミャンマー
唯一の国際空港。滑走路や管
制施設などはJICAの協力により
整備。

バルーチャン水力発電所 
（円借款・無償資金協力）
国内最大の発電所で、ヤンゴン
にも送電している。長期的に安
定した電力供給を目指す。

ROUTE

6・7

ハイフォン 

昆明 

（参考）外務省ホームページ、JICAホームページなど

［メコン地域の経済成長を支える主要なインフラとJICAの支援］ 
 ※インフラの整備・建設に関する開発調査は除く。

希望と発展の地―メコン 
特集 
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メ
コ
ン
地
域
の 

さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に 

一人当たりのGDP（国内総生産） 

（単位：ドル）

 

タイ 

カンボジア

ラオス

ミャンマー

ベトナム

     

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ラ
オ
ス
か
ら
成
る
メ
コ
ン
地
域
は
、

貿
易
や
投
資
な
ど
、
活
発
な
民
間
の
経
済
活

動
に
後
押
し
さ
れ
、
近
年
の
経
済
成
長
率

（
２
０
０
７
年
）
は
４
・
８
％
（
タ
イ
）
〜
10
・

２
％
（
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
と
、
軒
並
み
高
い
数
値

を
記
録
し
て
い
る
。 

　
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
内
戦
な
ど
が
原
因
で

政
情
不
安
が
続
い
て
い
た
国
も
あ
っ
た
が
、

90
年
代
初
頭
に
な
る
と
そ
れ
が
終
息
に
向
か

い
、
経
済
発
展
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。
こ
れ

に
伴
い
、
国
際
社
会
に
よ
る
支
援
も
活
発
化

し
、
92
年
に
は
、
メ
コ
ン
を
一
つ
の
地
域
と

し
て
と
ら
え
、
域
内
の
資
源
を
開
発
・
共
有

し
、
ヒ
ト
と
モ
ノ
の
自
由
な
流
れ
を
推
進
す

る
「
大
メ
コ
ン
圏
地
域
経
済
協
力
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
に
よ
り
提
唱
さ

れ
、
域
内
経
済
の
発
展
の
重
要
性
が
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

　
そ
う
し
た
中
、
日
本
も
「
メ
コ
ン
地
域
」
の

成
長
に
貢
献
す
べ
く
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ

Ｄ
Ａ
）
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
連
携
を
通
じ
、
幅
広

い
支
援
を
続
け
て
き
た
。
協
力
分
野
は
、
運

輸
・
交
通
、
市
場
経
済
化
、
法
整
備
、
教
育
・

人
材
育
成
、
保
健
・
医
療
、
防
災
・
災
害
対

策
、
水
・
衛
生
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
と
り
わ
け
、

道
路
や
橋
、
港
、
空
港
、
発
電
所
と
い
っ
た
、

成
長
を
牽
引
す
る
経
済
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に

は
力
を
入
れ
て
き
た
。 

　
一
方
で
、
域
内
格
差
の
是
正
と
い
う
課
題

が
い
ま
だ
横
た
わ
る
。
07
年
の
一
人
当
た
り

Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
を
比
較
す
る
と
、

中
進
国
に
仲
間
入
り
し
た
タ
イ
（
３
８
４
１

ド
ル
）
に
対
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
は
い
ず
れ
も
１
０

０
０
ド
ル
以
下
。
そ
の
差
は
、
年
々
縮
ま
っ

て
は
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
大
き
く
開
い
て

い
る
。
ま
た
、
一
国
内
で
見
て
も
、
着
実
に

発
展
す
る
都
市
部
に
対
し
て
、
農
村
部
で
は

多
く
の
貧
困
層
が
存
在
す
る
の
が
現
状
だ
。 

　
廣
畑
伸
雄
・
山
口
大
学
大
学
院
技
術
経
営

研
究
科
准
教
授
は
、「
メ
コ
ン
地
域
に
は
、

未
開
発
の
天
然
資
源
や
自
然
な
ど
、
持
続
的

な
成
長
を
促
す
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
十
分
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
を
い
か
に
効
果
的
に
開
発

し
、
経
済
成
長
に
つ
な
げ
て
い
く
か
が
今
後

の
課
題
で
す
」
と
話
す
。 

    

　
日
本
は
こ
れ
ま
で
、
メ
コ
ン
地
域
５
カ
国

を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
と
、
貿
易
な
ど
の
面
で
密
接
に
か
か
わ

り
合
い
な
が
ら
、
相
互
に
政
治
的
・
経
済
的

発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
さ
ら
に
近
年
、
タ
イ

や
ベ
ト
ナ
ム
を
中
心
に
メ
コ
ン
地
域
へ
進
出

す
る
日
系
企
業
が
増
え
る
と
と
も
に
、
経
済

取
引
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
経
済
連
携
協

定
や
投
資
協
定
が
次
々
に
結
ば
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
メ
コ
ン
と
の
経

済
関
係
が
密
接
に
な
り
、
日
本
に
と
っ
て
不

可
欠
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
そ

の
意
味
で
も
、「
日
本
が
メ
コ
ン
地
域
を
支

援
す
る
こ
と
の
重
要
性
は
高
い
」
と
廣
畑
さ

ん
は
言
う
。 

　
日
本
は
07
年
１
月
、
日
・
メ
コ
ン
外
相
会

議
で
「
日
本
・
メ
コ
ン
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
発
表
。
①
地
域
経

済
の
統
合
と
連
携
の
促
進
、
②
日
本
と
メ
コ

ン
地
域
と
の
貿
易
・
投
資
の
拡
大
、
③
価
値

観
の
共
有
と
地
域
共
通
の
課
題
へ
の
取
り
組

み
を
三
本
柱
と
し
、
メ
コ
ン
地
域
の
さ
ら
な

る
発
展
に
向
け
た
支
援
を
強
化
す
る
方
針
を

打
ち
出
し
た
。 

　
中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
の
国
境
の
山
岳

地
帯
に
あ
る
「
開
発
の
三
角
地
帯
」
へ
の
支

援
だ
。
こ
の
一
帯
は
、
貧
困
度
が
高
い
少
数

民
族
が
多
く
居
住
し
、
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で

も
最
も
開
発
が
遅
れ
て
い
る
地
域
の
一
つ
。

日
本
は
、
投
資
の
誘
致
や
観
光
開
発
の
推
進

を
視
野
に
入
れ
つ
つ
も
、
ま
ず
は
メ
コ
ン
地

域
共
通
の
課
題
で
あ
る
域
内
格
差
の
是
正
を

目
指
し
、
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ニ
ー

ズ
※
を
中
心
と
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

　
ま
た
メ
コ
ン
地
域
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ

が
国
境
を
越
え
て
ス
ム
ー
ズ
に
移
動
で
き
る

よ
う
、
国
際
社
会
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

国
を
ま
た
い
だ
「
経
済
回
廊
」
構
想
の
実
現

に
向
け
て
動
き
出
し
た
。
一
つ
は
、
東
西
経

済
回
廊
。
ベ
ト
ナ
ム
の
ダ
ナ
ン
か
ら
ラ
オ

ス
、
タ
イ
を
経
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
モ
ー
ラ
ミ

ャ
イ
ン
に
続
く
約
１
４
５
０
キ
ロ
の
道
路

で
、
第
２
メ
コ
ン
国
際
橋
の
建
設
（
円
借
款
）

な
ど
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
も
多
く
入
っ
て
い

る
。
も
う
一
つ
は
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
と
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ホ

ー
チ
ミ
ン
を
結
ぶ
約
１
０
０
０
キ
ロ
の
南
部

経
済
回
廊
。
さ
ら
に
、
中
国
雲
南
省
・
昆
明

と
バ
ン
コ
ク（
約
２
０
０
０
キ
ロ
）、ハ
ノ
イ

（
約
８
５
０
キ
ロ
）
を
つ
な
ぐ
南
北
経
済
回
廊

が
あ
る
。
こ
れ
ら
３
本
の
経
済
回
廊
が
完
成

す
る
こ
と
に
よ
り
、
輸
送
時
間
の
短
縮
と
コ

ス
ト
削
減
に
加
え
、
内
陸
部
の
農
村
開
発
な

ど
に
よ
る
域
内
格
差
の
是
正
や
、
物
流
拠
点

で
あ
る
港
を
中
心
と
し
た
回
廊
周
辺
地
域
の

開
発
が
一
層
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
イ
ン
フ
ラ
整
備
以
外
に
も
、

こ
れ
ま
で
続
い
て
き
た
経
済
成
長
を
維
持
し

て
い
く
た
め
、
人
材
育
成
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
陸
路
で
の
国
境
越
え
に
必

要
な
税
関
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る
協
力
も

そ
の
一
例
だ
。 

　「
今
後
は
、
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
ハ
ー
ド
は

も
ち
ろ
ん
、
産
業
人
材
の
育
成
な
ど
ソ
フ
ト

の
支
援
と
の
相
乗
効
果
が
よ
り
重
要
に
な
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
は
独
立
し
た
経

営
を
考
え
て
い
た
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
の
工
場

間
の
垂
直
分
業
、
企
業
間
の
連
携
な
ど
に
よ

る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
削
減
が
実
現
で
き
る
可

能
性
も
あ
り
、
新
た
な
国
際
経
営
戦
略
の
創

出
に
よ
る
回
廊
の
一
層
の
活
用
が
期
待
さ
れ

ま
す
」
と
廣
畑
さ
ん
は
展
望
を
述
べ
る
。 

　
成
長
す
る
メ
コ
ン
地
域
の
さ
ら
な
る
発
展

を
支
え
る
た
め
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ソ
フ
ト
と
ハ

ー
ド
の
両
面
か
ら
多
角
的
な
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
く
。 

 

日
本
と
の 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
化 

（参考）Key Indicators for Asia and the Pacific 2008 （2008）, Asian Development Bank／UN data（http://data.un.org/）

（100万ドル）
（100万ドル）

メコン地域の貿易輸出額の推移 メコン地域への直接投資額の推移  
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C.国内および輸出用電力の生産増を目的に建設
されたラオスのナムルック水力発電所
D.経済発展とともに車の数が増加し、渋滞も多い
カンボジアの首都プノンペン
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 ○c Kristian Cabanis/AGE/PPS

撮影：今村健志朗

け
ん

※衣食住、初等教育、医療衛生など、人間が生きていくために必要とされる基本的な生活基盤。
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近
年
、成
長
著
し
い
メ
コ
ン
地
域
で
は
、

道
路
や
橋
と
い
っ
た
国
境
を
越
え
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
、

日
本
の
支
援
な
ど
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
。

J
I
C
A
は
、国
境
税
関
シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
を
通
じ
て
、

メ
コ
ン
地
域
の
発
展
と
統
合
を
後
押
し
す
る
た
め
の
支
援
に
力
を
入
れ
る
。

ラ
オ
ス
と
タ
イ
を
訪
れ
、こ
う
し
た
協
力
で
変
わ
り
つ
つ
あ
る
地
域
や
人
々
を
取
材
し
た
。

写
真
＝
久
野
真
一 

from メ コ ン
MEKONG

円借款としては、初めての2国間にまたがる広域インフラ整備と
なった第2メコン国際橋の建設。日本の企業を中心に、タイ・ラ
オス両国の企業や技術者が参加して工事が進められた

貨物を積んだ大型トラックが、タイ・
ムクダハンから第2メコン国際橋に
入り、対岸のラオス・サバナケットを
目指す。タイ側の出国審査を終えると、
左側通行（タイ）から右側通行（ラオ
ス）へと車線が変更される

国
際
橋
の
完
成
と 

東
西
回
廊
開
通
を
呼
び
水
に 

地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る 

 from
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肌
を
焦
が
す
よ
う
な
日
差
し
が
厳

し
い
４
月
中
旬
、
タ
イ
東
部
・
ム
ク
ダ

ハ
ン
か
ら
、
ラ
オ
ス
中
部
・
サ
バ
ナ

ケ
ッ
ト
に
向
か
う
た
め
、
メ
コ
ン
川

に
架
か
る
「
第
２
メ
コ
ン
国
際
橋
」

を
渡
っ
た
。
眼
下
に
望
む
メ
コ
ン
川

の
川
面
に
、
照
り
つ
け
る
太
陽
が
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
る
。 

　
橋
の
全
長
は
約
１
６
０
０
メ
ー
ト

ル
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
タ
ン
ク
ロ
ー

リ
ー
、
大
勢
の
客
を
乗
せ
た
国
際
シ

ャ
ト
ル
バ
ス
が
、
眺
望
を
楽
し
む
か

の
よ
う
に
ゆ
っ
く
り
と
橋
を
通
っ
て

行
く
。
合
掌
し
た
手
の
形
を
連
想
さ

せ
る
、
橋
を
吊
り
上
げ
る
２
本
の
巨

大
な
支
柱
を
通
り
過
ぎ
る
と
、
程
な

く
ラ
オ
ス
側
の
入
国
管
理
事
務
所
に

到
着
し
た
。 

 

２
０
０
６
年
12
月
に
完
成
し
た
第

２
メ
コ
ン
国
際
橋
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

詳
細
設
計
調
査
を
行
い
、
そ
の
後
、

建
設
の
た
め
の
円
借
款
が
供
与
さ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
ミ

ャ
ン
マ
ー
ま
で
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島

を
東
西
に
横
断
す
る
約
１
４
５
０
キ

ロ
の
「
東
西
経
済
回
廊
」
が
ほ
ぼ
開

通
。
以
前
は
海
上
ル
ー
ト
で
約
２
週

間
を
費
や
し
た
タ
イ
・
バ
ン
コ
ク
〜

ベ
ト
ナ
ム
・
ハ
ノ
イ
間
の
物
流
が
、 

陸
路
で
約
３
日
に
ま
で
短
縮
さ
れ
た
。 

入
国
管
理
事
務
所
で
は
、
到
着
し
た

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
か
ら
大
き
な
荷
物
を

抱
え
た
旅
行
客
が
ど
っ
と
降
り
て
く

る
。 

　
入
国
審
査
の
担
当
職
員
に
よ
る
と
、

こ
こ
で
の
出
入
国
は
１
日
に
１
０
０

０
人
を
超
え
る
と
い
う
。
す
で
に
１

日
20
便
以
上
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
両

国
を
行
き
来
し
て
お
り
、
乗
客
は
、

最
近
サ
バ
ナ
ケ
ッ
ト
に
オ
ー
プ
ン
し

た
商
業
施
設
目
当
て
の
タ
イ
人
観
光

客
、
出
稼
ぎ
や
商
品
の
仕
入
れ
な
ど

で
タ
イ
に
渡
る
ラ
オ
ス
人
ら
が
中
心

だ
。 

　
東
西
回
廊
の
開
通
に
伴
い
、
サ
バ

ナ
ケ
ッ
ト
で
は
、
そ
の
経
済
効
果
を

見
据
え
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
提
案
に
基
づ
き
、
サ
バ
ナ
ケ

ッ
ト
近
郊
の
３
つ
の
エ
リ
ア
で
進
む

経
済
特
別
区
の
整
備
だ
。
よ
う
や
く

整
地
が
始
め
ら
れ
た
場
所
も
多
く
、

本
格
的
な
稼
動
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、

優
遇
政
策
に
よ
る
国
内
外
か
ら
の
投

資
の
呼
び
込
み
に
力
を
入
れ
、
一
部

で
は
す
で
に
企
業
が
集
ま
り
操
業
を

始
め
て
い
る
。
今
後
、
大
規
模
な
工

場
や
倉
庫
、
貨
物
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

ほ
か
、
ホ
テ
ル
や
住
宅
な
ど
が
建
設

さ
れ
る
予
定
で
、
現
地
の
雇
用
拡
大

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て

い
る
。 

 

ベトナム

ラオス
ミャンマー

タ イ

ビエンチャン

バンコク
第2メコン 
国際橋 

友好橋 

ノンカイ 

ムクダハン 

サバナケット 

メコン川 

カンボジア
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ラ
オ
ス
国
際
橋
管
理
事
務
所
の
ザ

ヤ
ラ
ッ
ト
・
バ
ハ
ニ
ッ
ト
副
所
長
は
、

「
以
前
、
こ
こ
は
タ
イ
と
ラ
オ
ス
を
結

ぶ
小
さ
な
フ
ェ
リ
ー
が
通
る
だ
け
だ

っ
た
が
、国
際
橋
の
完
成
で
ヒ
ト
や
モ

ノ
の
流
れ
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
今

後
、
経
済
特
別
区
へ
の
企
業
進
出
や

投
資
が
拡
大
す
れ
ば
、
往
来
も
よ
り

活
発
に
な
り
、地
域
一
帯
の
経
済
発
展

に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
」
と
期
待
す
る
。 

　
ま
た
、
メ
コ
ン
地
域
で
物
流
事
業

を
展
開
す
る
日
本
ロ
ジ
テ
ム
株
式
会

社
の
杉
山
恵
一
さ
ん
は
、「
最
近
は
、

ラ
オ
ス
で
採
れ
る
鉱
物
や
、
今
年
開

業
し
た
タ
イ
系
砂
糖
工
場
な
ど
か
ら

の
貨
物
輸
送
の
需
要
が
目
立
っ
て
増

え
て
い
る
」
と
、
地
域
経
済
が
大
き

く
動
き
始
め
た
こ
と
を
日
々
実
感
し

て
い
る
。
同
社
で
は
東
西
回
廊
の
開

通
を
受
け
、
07
年
よ
り
経
済
特
別
区

内
に
拠
点
を
設
け
て
お
り
、
今
後
も

回
廊
を
利
用
し
た
国
際
貨
物
の
陸
上

輸
送
に
力
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
。 

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
東
西
回
廊

を
呼
び
水
に
し
た
経
済
活
性
化
策
と

し
て
、
サ
バ
ナ
ケ
ッ
ト
と
そ
の
周
辺

地
域
の
観
光
振
興
を
支
援
し
て
い
る
。

サ
バ
ナ
ケ
ッ
ト
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
植

民
地
時
代
の
歴
史
的
建
造
物
や
、
由

緒
あ
る
仏
教
寺
院
な
ど
が
あ
る
。
だ

が
、
以
前
は
観
光
客
の
受
け
入
れ
態

勢
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
観
光
情

報
の
発
信
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
十

分
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
訪
れ
る
人
々

も
少
な
か
っ
た
。
最
近
、
利
用
者
が

急
増
し
て
い
る
商
業
施
設
も
、
地
域

全
体
に
経
済
的
効
果
を
波
及
さ
せ
る

ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。 

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
サ
バ
ナ
ケ

ッ
ト
県
の
観
光
振
興
計
画
の
策
定
の

ほ
か
、
案
内
所
や
ホ
テ
ル
と
い
っ
た

観
光
客
の
受
け
入
れ
施
設
に
配
る
観

光
案
内
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な
ど
を

支
援
し
て
き
た
。
ま
た
、
モ
デ
ル
ル

ー
ト
を
示
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
、
観
光
案
内
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
改
善
、
メ
デ
ィ
ア
や
旅
行

会
社
を
対
象
と
し
た
体
験
ツ
ア
ー
の

実
施
な
ど
、
情
報
発
信
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。 

　「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
で
サ
バ
ナ
ケ
ッ

ト
の
観
光
資
源
が
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
が
除
々

に
増
え
て
い
る
」
と
喜
ぶ
の
は
、
サ

バ
ナ
ケ
ッ
ト
観
光
局
の
ブ
ー
ン
ミ
ー
・

カ
ン
チ
ボ
ン
局
長
。「
こ
の
地
域
が
、

タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
を
結
ぶ
た
だ
の
通

過
点
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な

い
。
観
光
振
興
を
通
じ
て
、
東
西
回

廊
を
通
る
人
々
を
呼
び
込
ん
で
い
き

た
い
」
と
力
強
く
語
る
。 

    

　
一
方
、ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

か
ら
タ
イ
東
北
部
の
町
ノ
ン
カ
イ
に

つ
な
が
る
国
際
橋
（
通
称
‥
友
好
橋
）

は
、ト
ラ
ッ
ク
や
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
ひ

っ
き
り
な
し
に
通
り
、
両
国
の
入
国

審
査
の
窓
口
や
荷
物
の
検
査
場
に
並

ぶ
人
々
の
列
が
続
く
。
一
角
に
は
、

大
型
車
両
を
そ
の
ま
ま
透
視
で
き
る

巨
大
な
Ｘ
線
検
査
装
置
も
見
え
る
。 

　
タ
イ
側
の
ノ
ン
カ
イ
税
関
は
、
08

年
２
月
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
行
う
「
メ

コ
ン
地
域
に
お
け
る
税
関
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
サ
イ
ト
の
一
つ
。
メ
コ
ン

地
域
の
経
済
活
性
化
の
た
め
に
は
、

国
際
橋
の
よ
う
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
と

と
も
に
、
国
境
を
越
え
る
ヒ
ト
や
モ

ノ
の
円
滑
な
移
動
が
カ
ギ
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
域
内
の
往
来
が
よ
り
活

発
に
な
る
中
、
通
関
手
続
き
の
迅
速

化
と
、
違
法
取
引
を
防
ぐ
国
境
で
の

監
視
強
化
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
麻
薬
の
密

輸
や
模
倣
品
と
い
っ
た
違
法
性
の
高

い
も
の
を
確
実
に
摘
発
し
、
同
時
に

安
全
な
貨
物
・
荷
物
や
人
の
越
境
手

続
き
を
簡
素
化
す
る
た
め
の
「
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
能
力
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
タ
イ
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
、
ベ
ト
ナ
ム
の
３
カ
国
の
税
関
を

対
象
に
、
職
員
と
組
織
の
能
力
向
上

を
図
り
、
各
国
で
の
定

期
的
な
研
修
や
、
３
カ

国
合
同
の
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
開
催
し
て
い
る
。 

　「
リ
ス
ク
が
高
い
か

低
い
か
の
判
断
に
は
、

個
人
の
過
去
の
履
歴
や

違
法
取
引
の
傾
向
な
ど
、

デ
ー
タ
を
使
っ
た
分
析

が
重
要
で
す
」。
セ
ミ

ナ
ー
に
毎
回
出
席
し
、

昨
年
は
日
本
で
の
研
修
に
も
参
加
し

た
と
い
う
、
ノ
ン
カ
イ
税
関
職
員
の

ウ
ィ
ス
タ
サ
ッ
ク
・
カ
ー
バ
ン
グ
ラ
チ

ャ
ン
さ
ん
は
言
う
。「
よ
り
精
度
の
高

い
デ
ー
タ
分
析
の
手
法
や
、
リ
ス
ク

の
判
断
が
難
し
い
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の

取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
の

事
例
か
ら
多
く
を
学
び
ま
し
た
。
税

関
業
務
の
円
滑
化
や
時
間
の
短
縮
化

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
ま
す
」
と
、

そ
の
成
果
を
述
べ
る
。 

　
支
援
を
取
り
ま
と
め
る
の
は
、
日

本
で
税
関
の
要
職
を
長
年
務
め
た
経

験
を
持
つ
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
の
宇
野

悦
次
さ
ん
。「
メ
コ
ン
地
域
の
結
び
付

き
が
強
ま
り
、
国
境
の
往
来
が
増
え

て
い
る
中
で
、
安
全
な
も
の
は
素
早

く
通
し
、
逆
に
社
会
の
安
定
を
脅
か

す
も
の
は
し
っ
か
り
と
摘
発
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

支
援
を
き
っ
か
け
に
、
将
来
的
に
は
、

域
内
共
通
の
税
関
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
な
が
れ
ば
」
と
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。 

　
域
内
の
経
済
規
模
や
制
度
面
で
の

格
差
な
ど
、
残
さ
れ
た
課
題
も
少
な

く
な
い
が
、
国
境
を
ま
た
ぐ
交
通
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
や
税
関
業
務
の
迅
速

化
な
ど
に
け
ん
引
さ
れ
、
メ
コ
ン
地

域
は
経
済
統
合
に
向
け
て
力
強
く
走

り
出
し
た
。
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

変
化
は
、
今
後
、
国
際
的
に
も
大
き

な
注
目
を
集
め
そ
う
だ
。 

税
関
業
務
の
迅
速
化
と 

違
法
取
引
の
監
視
強
化
に
よ
り 

国
境
で
の
流
れ
を
円
滑
に 

2009年3月に開通したノンカイ～ビエンチャンを結ぶ国際列車。友好橋を渡り
ラオスに入る。その利便性から、日帰りでビエンチャン観光に訪れるタイ人観光
客が増えている

国際シャトルバスで橋を渡り、サバナケットに到着したタイ人観光客

サバナケットでタイ人観光客が入国審査を受ける。現状ではタイ出国時にも手
続きが必要なことから、審査が一度で済むワンストップ・サービスの導入が現在
進められている

ノンカイ税関で、職員と税関業務の進め方を
確認する宇野専門家（右から2人目）

バスの収納スペースを検査するウィス
タサックさん。ノンカイ税関を通過する
車両の数は、1カ月に約20万台
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もらうため、JICAの支援でさまざまな種
類の観光パンフレットが作られた。空港
やバスターミナル、ホテル、レストランな
どに置かれている
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こ
こ
数
年
、
年
10
％
を
超
え
る
経

済
成
長
率
を
維
持
し
、
政
治
・
経
済

と
も
に
安
定
し
た
国
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
。
１
９
９
３
年

に
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
計
画

経
済
か
ら
市
場
経
済
へ
移
行
、
開
発

が
急
速
に
進
め
ら
れ
、
２
０
０
４
年

に
は
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）へ
の

加
盟
を
果
た
し
た
。
外
国
直
接
投
資

も
徐
々
に
増
え
て
お
り
、
亜
鉛
鉄
板

の
工
場
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
組
み
立
て
、

自
動
車
販
売
な
ど
の
分
野
で
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
進
出
す
る
日
本
企
業
も
見
ら

れ
る
。
ま
た
08
年
に
「
日
・
カ
ン
ボ

ジ
ア
投
資
協
定
」
が
発
効
さ
れ
、
こ

れ
を
機
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
投
資
環
境

の
整
備
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
日

系
企
業
の
投
資
が
拡
大
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
。 

　
そ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
外
国
投

資
の
誘
致
先
と
し
て
有
望
視
さ
れ
て

い
る
の
が
、
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら

車
で
約
３
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
る
南

部
の
港
町
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
。
シ
ハ

ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
は
、
大
型
船
舶
・
コ

ン
テ
ナ
船
に
よ
る
貨
物
の
ほ
ぼ
全
量

を
取
り
扱
う
、
同
国
最
大
の
国
際
港

湾
だ
。
97
年
の
時
点
で
７
万
T
E
U

※
１
だ
っ
た
同
港
の
コ
ン
テ
ナ
取
扱
量

も
、
08
年
に
は
26
万
T
E
U
に
ま

で
増
加
。
主
要
産
業
で
あ
る
縫
製
品

と
靴
を
海
外
へ
送
り
出
す
玄
関
口
と

な
っ
て
い
る
。 

　
そ
ん
な
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
も
、

10
数
年
前
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
急

増
が
見
込
ま
れ
る
港
湾
貨
物
へ
の
対

応
が
急
務
と
な
っ
て
い
た
。
96
年
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
の

整
備
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
調
査

を
実
施
。
ま
た
99
年
と
04
年
に
、コ
ン

テ
ナ
埠
頭
を
４
０
０
メ
ー
ト
ル
拡
張

す
る
と
と
も
に
、
大
型
ク
レ
ー
ン
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導

入
す
る
た
め
の
円
借
款
を
供
与
し
た
。 

　
港
湾
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
へ
の
進
出
を
考
え
て
い
る

企
業
に
と
っ
て
は
、
原
材
料
の
輸
入

や
製
品
の
輸
出
に
対
す
る
リ
ス
ク
が

一
つ
減
っ
た
と
も
い
え
る
。
外
国
投

資
の
誘
致
に
一
歩
前
進
し
た
瞬
間
だ
。

し
か
し
、
港
湾
の
整
備
・
拡
張
な
ど

ハ
ー
ド
面
と
と
も
に
、
港
湾
の
管
理
・

運
営
を
担
う
港
湾
庁
職
員
の
能
力
な

ど
ソ
フ
ト
面
も
併
せ
て
向
上
し
な
け

れ
ば
、
増
加
す
る
コ
ン
テ
ナ
を
効
率

的
に
さ
ば
く
こ
と
は
難
し
い
。 

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
円
借
款
で

新
た
に
導
入
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
設
備
を
使
っ
て

タ
ー
ミ
ナ
ル
全
体
を
効
率
的
に
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
た
め
の
人
材
育
成

に
協
力
。
現
在
、
坂
田
和
俊
専
門
家

を
中
心
に
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
核

と
な
る
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
か
ら
、
コ

ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
※
２
の
レ
イ
ア
ウ
ト
作

成
、
ヤ
ー
ド
内
で
の
コ
ン
テ
ナ
の
移

動
方
法
な
ど
に
つ
い
て
指
導
に
当
た

っ
て
い
る
。 

　
日
々
の
苦
労
を
尋
ね
る
と
、「
何
事

に
も
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
て
し
ま
う

こ
と
」
と
苦
笑
す
る
坂
田
専
門
家
。

コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を

作
成
し
た
時
に
は
、
幾
度
と
な
く
議

論
が
行
わ
れ
、
決
定
ま
で
３
カ
月
と

い
う
時
間
を
要
し
た
。
そ
ん
な
場
合

で
も
、「
責
任
感
を
持
っ
て
新
シ
ス
テ

ム
を
運
用
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
っ

て
も
ら
う
た
め
、
最
終
決
定
は
港
湾

庁
職
員
ら
の
選
択
に
委
ね
て
い
る
」

と
い
う
。
４
月
下
旬
か
ら
は
、
実
際

に
新
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
の
総
合
運

転
の
ト
ラ
イ
ア
ル
が
始
ま
っ
て
お
り
、

「
最
初
は
ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ
ー
を
繰

り
返
し
な
が
ら
、
技
術
を
身
に
付
け

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
坂
田

専
門
家
が
話
す
通
り
、
ま
ず
は
基
本

的
な
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
の
が
目
標
だ
。 

    

一
方
、
港
湾
整
備
と
同
時
に
、
経
済

特
別
区
の
設
置
も
外
国
投
資
の
呼
び

水
と
し
て
の
期
待
が
高
い
。
輸
出
関

連
産
業
の
開
発
に
大
き
く
貢
献
す
る

と
と
も
に
、
近
年
急
増
す
る
若
年
層

の
雇
用
機
会
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
。 

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
と
シ
ハ

ヌ
ー
ク
ビ
ル
を
結
ぶ
道
路
の
周
辺
地

域
の
開
発
計
画
策
定
な
ど
に
協
力
。

ま
た
、
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
の
隣
接

地
区
に
、
輸
出
加
工
区
を
中
心
と
し

た
約
70
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
経
済
特
別
区

を
建
設
す
る
た
め
の
円
借
款
を
供
与

し
た
。
２
０
１
１
年
の
完
成
を
目
指

し
て
、
現
在
、
工
場
用
用
地
や
道
路
、

上
水
設
備
、
下
水
処
理
設
備
な
ど
の

整
備
が
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
投
資
家
に
と
っ
て
魅
力
的

な
投
資
先
と
な
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
制
度
設
計
も
行
わ
れ
る
。
そ
れ
に

加
え
、
電
力
や
通
信
の
需
要
拡
大
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
円
借
款
に
よ

り
、
経
済
特
別
区
ま
で
の
送
電
線
や

光
ケ
ー
ブ
ル
も
整
備
さ
れ
る
予
定
だ
。 

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
の
飛
躍
的
な
発

展
に
大
き
な
期
待
が
か
か
る
外
国
投

資
。
シ
ハ
ヌ
ー
ク
ビ
ル
港
の
整
備
と

経
済
特
別
区
の
完
成
を
経
て
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
が
よ
り
魅
力
的
な
投
資
先
と

な
る
日
が
待
ち
遠
し
い
。 

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら 

港
湾
を
整
備 

港
に
隣
接
し
た 

経
済
特
別
区
の
建
設 

from カ ン ボ ジ ア
CAMBODIA

※1 20フィートコンテナ1個分に換算した数量の単位。
※2 コンテナを荷役し、一時集積しておく場所。

カンボジア最大の国際外洋港、シハヌークビル港――

この国の経済・産業の発展を支えるコンテナターミナルの稼動が始まる。

外国投資の誘致先として有望視される港の整備とともに、経済特別区の建設などを通して、

JICAは同国の貿易・投資拡大を支援している。

経済特別区の完成
予定地。現在、日系
の中小企業2社が進
出に向け準備中

カンボジア

シハヌークビル港 

タイ

ベトナム

シハヌークビル港の全景。JICAは2基のコンテナクレーン（左）とコンテナ埠頭（右）の整備に協力

（上）船で運ばれてきたコンテナは、
クレーンでトラックに載せられ、コ
ンテナヤードに送られる
（左）コンテナヤードのレイアウト
を決める会議で港湾庁職員にア
イデアを提案する坂田専門家（奥）
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ラオス日本センターのコンピ
ュータールームで、パソコンス
キルの向上に励む若い修行
僧たち（撮影：久野真一）

（上）ベトナム日本センターが行う相互理解促進事業の一環で、工業用ミシ
ンを製造する日系企業を訪問したハノイ貿易大学の学生たち
（下）カンボジア日本センターで盆踊りや書道などの日本文化に触れる人々

　
ラ
オ
ス
の
首
都
、
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン

郊
外
に
あ
る
ラ
オ
ス
国
立
大
学
の
キ

ャ
ン
パ
ス
。
そ
の
一
角
に
立
つ
ラ
オ 

ス
日
本
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー（
通
称
‥

ラ
オ
ス
日
本
セ
ン
タ
ー
）
は
、
毎
日

夕
方
に
な
る
と
に
わ
か
に
活
気
づ
く
。

大
学
生
や
制
服
姿
の
高
校
生
、
仕
事

を
終
え
た
社
会
人
と
い
っ
た
多
く
の

人
々
が
ビ
ジ
ネ
ス
や
経
営
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
ス
キ
ル
、
日
本
語
な
ど
を

学
ぶ
た
め
に
集
ま
っ
て
く
る
。 

　
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
の
教
室
で
は
、

や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
の
受
講
生
約

30
人
が
、
短
期
コ
ー
ス
「
生
産
管
理
」

の
開
講
式
に
臨
ん
で
い
た
。
製
造
業

の
現
場
担
当
者
ら
が
、
生
産
管
理
や

生
産
性
向
上
の
手
法
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
の
コ
ー
ス
。
大
手
電
器
メ
ー
カ
ー

の
技
術
者
と
し
て
40
年
の
キ
ャ
リ
ア

を
持
つ
清
水
剛
さ
ん
が
コ
ー
ス
リ
ー

ダ
ー
を
務
め
る
。「
失
敗
例
も
含
め

て
、
私
の
経
験
を
で
き
る
限
り
伝
え

て
い
き
た
い
。
そ
し
て
も
の
づ
く
り

に
大
切
な
視
点
を
学
ん
で
ほ
し
い
」。

清
水
さ
ん
の
言
葉
に
皆
の
表
情
が
引

き
締
ま
る
。 

　
日
本
は
２
０
０
０
年
以
降
、
市
場

経
済
化
を
進
め
る
ア
ジ
ア
地
域
の
国
々

の
人
材
育
成
拠
点
と
し
て
、
９
カ
国

10
カ
所
※
に
日
本
セ
ン
タ
ー
を
設
立

し
て
き
た
。
以
来
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ

の
運
営
を
支
援
し
、
起
業
家
や
若
手

行
政
官
、
学
生
な
ど
各
国
の
未
来
を

担
う
人
々
に
、
経
営
、
生
産
管
理
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
情
報
技
術
と
い
っ

た
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
や
日
本
式
の
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る
講
座
や
セ
ミ

ナ
ー
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。 

　
１
９
８
６
年
か
ら
経
済
開
放
政
策

が
進
み
、
市
場
経
済
化
を
リ
ー
ド
す

る
人
材
の
育
成
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
ラ
オ
ス
で
も
、
ラ
オ
ス
国
立
大
学

経
済
経
営
学
部
の
整
備
支
援
と
併
せ
、 

01
年
に
ラ
オ
ス
日
本
セ
ン
タ
ー
が
建

設
さ
れ
た
。 

　
08
年
９
月
か
ら
は
、
ラ
オ
ス
国
立

大
学
が
同
国
で
初
と
な
る
Ｍ
Ｂ
Ａ
（
経

営
学
修
士
）
コ
ー
ス
を
開
設
。
経
済

経
営
学
部
の
教
授
陣
と
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
支
援
で
派
遣
さ
れ
る
日
本
人
専
門

家
に
よ
る
講
義
を
行
っ
て
お
り
、
政

府
機
関
職
員
、
事
業
家
、
国
際
機
関

職
員
な
ど
35
人
が
第
１
期
生
と
し
て

受
講
し
て
い
る
。 

　「
留
学
し
て
Ｍ
Ｂ
Ａ
を
取
得
す
る
の

は
経
済
的
負
担
が
大
き
い
た
め
、
新

し
く
コ
ー
ス
が
で
き
た
と
知
り
大
喜

び
し
た
」
と
話
す
の
は
、
受
講
生
の

一
人
で
、
国
連
機
関
の
ラ
オ
ス
事
務

所
に
勤
務
す
る
ボ
ン
マ
リ
ー
・
ピ
ッ

サ
リ
ー
さ
ん
。「
日
本
の
講
師
陣
に
よ

る
レ
ベ
ル
の
高
い
講
義
も
受
け
る
こ

と
が
で
き
、
充
実
し
て
い
る
」
と
満

足
そ
う
だ
。 

   

　
ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
ラ
オ
ス
に
加

え
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
で
も

日
本
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
支
援
し
て

い
る
。
約
20
年
に
及
ぶ
内
戦
で
多
く

の
知
識
層
を
失
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

日
本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
経
済
発
展
を

主
導
す
る
民
間
の
人
材
を
育
成
す
る

た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
実
務
だ
け
で
な
く
、

中
小
企
業
の
経
営
診
断
や
製
造
業
の

企
業
を
対
象
と
し
た
現
場
指
導
な
ど

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
た
ベ
ト

ナ
ム
で
は
、
首
都
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ

ミ
ン
の
２
大
都
市
に
日
本
セ
ン
タ
ー

が
置
か
れ
、
日
本
式
の
生
産
・
品
質

管
理
方
法
と
い
っ
た
実
践
的
な
知
識

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
地
元
企
業
で
の
現

場
指
導
や
日
本
で
の
実
地
研
修
な
ど

を
通
じ
て
伝
え
て
い
る
。 

　
さ
ら
に
各
セ
ン
タ
ー
で
は
、
日
本

と
各
国
と
の
相
互
理
解
を
促
進
す
べ

く
、
双
方
の
文
化
や
伝
統
行
事
を
紹

介
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
る

ほ
か
、
日
本
語
コ
ー
ス
を
設
け
、
日

本
留
学
や
日
系
企
業
へ
の

就
職
な
ど
も
勧
め
て
い
る
。 

　「
日
本
セ
ン
タ
ー
は
、
人

材
育
成
、
日
本
語
教
育
、

文
化
交
流
の
拠
点
で
あ
り
、

そ
の
活
動
は
政
府
も
高
く

評
価
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
市
場
経
済
化
と
発
展
を

担
う
人
材
を
数
多
く
輩
出

し
て
い
き
た
い
」
と
ラ
オ

ス
日
本
セ
ン
タ
ー
の
マ
ニ

ソ
ト
・
ケ
オ
ダ
ラ
所
長
は

話
す
。 

　
ま
た
、
チ
ー
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
兼
日
本
側
所
長
を

務
め
る
佐
藤
幹
治
さ
ん
は
、

「
設
立
当
初
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が

運
営
費
を
全
額
負
担
し
て
い
た
が
、

自
己
収
入
の
機
会
を
増
や
す
な
ど
し

て
、
今
で
は
そ
の
割
合
が
半
々
に
な

っ
た
。
将
来
的
に
ラ
オ
ス
側
が
自
立

し
て
運
営
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
先
を
見
据
え
て
い
る
。 

　
ラ
オ
ス
日
本
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
前

に
は
、「
両
国
の
共
有
財
産
と
し
て
育

っ
て
ほ
し
い
」
と
の
願
い
を
込
め
て

設
立
時
に
植
え
ら
れ
た
一
本
の
木
が

あ
る
。
小
さ
く
と
も
力
強
い
こ
の
幼

木
の
成
長
と
と
も
に
、
メ
コ
ン
地
域

各
国
の
伸
び
や
か
な
発
展
が
、
日
本

セ
ン
タ
ー
か
ら
生
ま
れ
る
多
く
の
優

秀
な
人
材
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る

こ
と
を
願
う
。 

ラ
オ
ス
初
の 

Ｍ
Ｂ
Ａ
コ
ー
ス
を
開
設 

日
本
と
各
国
の 

共
有
財
産
と
し
て 

from メコン
MEKONG

※ウクライナ、ウズベキスタン、カザフスタン、カンボジア、キルギス、ベトナム、
モンゴル、ラオス、ミャンマー（2008年に協力を終了）。

かつて社会主義体制下にあったメコン地域の国々では、

市場経済化の進展をリードする人材の確保が求められている。

JICAは、日本人材開発センター（通称：日本センター）を拠点に、

ビジネススキルや経営ノウハウなどを伝える人材育成に力を入れている。

み
き 

は
る 

（右）現地日系企業などから寄せられる求人情報も随時更新されている。「日本センターに集う人々は日本への関心が高いため、日系企業からも人気がある」と佐藤所長
（中）ラオス日本センターには、蔵書数1万冊を超える図書館が一般に開放されているほか、茶室や日本庭園なども併設されている
（左）約100人の応募の中から選ばれた35人の受講生が学ぶラオス日本センターのMBAコース。国内のニーズの高まりもあり、コースの規模も徐々に拡大される予定だ
（撮影：久野真一）
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　「
村
の
女
性
が
栽
培
し
た
無
農
薬
野
菜
は

い
か
が
で
す
か
」 

　
町
の
市
場
の
一
角
で
、
み
ず
み
ず
し
い
キ

ュ
ウ
リ
や
空
芯
菜
を
売
る
女
性
た
ち
。„
安

全
で
お
い
し
い
“
が
売
り
の
野
菜
は
、
少
し

値
が
張
る
も
の
の
、
見
る
見
る
う
ち
に
売
れ

て
い
く
。 

　
野
菜
を
売
る
の
は
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
南
東
部
ス
バ
イ
リ
エ
ン
州
ス

バ
イ
チ
ュ
ル
ン
郡
に
住
む
女
性

た
ち
。
各
村
の
女
性
で
構
成
さ

れ
る
「
女
性
組
合
」
の
メ
ン
バ
ー

で
も
あ
る
。
こ
の
日
は
、
村
の

家
庭
菜
園
で
栽
培
し
た
野
菜
を

集
め
、
村
外
の
市
場
に
売
り
に

や
っ
て
来
た
。 

　
そ
ん
な
彼
女
た
ち
を
10
年
に

わ
た
り
支
援
す
る
の
が
、
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

山
形
（
通
称
Ｉ
Ｖ
Ｙ
）。
東
北
地
方
な
ら
で

は
の
農
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
１
９
９

９
年
か
ら
ス
バ
イ
リ
エ
ン
州
の
女
性
の
エ
ン

パ
ワ
ー
メ
ン
ト
（
能
力
向
上
）、
農
業
振
興

を
通
じ
た
貧
困
削
減
を
支
援
し
て
い
る
。 

　
Ｉ
Ｖ
Ｙ
が
„
女
性
“
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た

支
援
を
行
う
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
国
内
で

も
貧
困
層
が
多
い
同
州
で
は
、
男
性
の
多
く

が
都
市
に
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
し
ま
う
。
大
半

の
家
庭
が
農
業
を
収
入
源
と
す
る
中
で
、
そ

の
仕
事
を
担
う
の
は
女
性
た
ち
。
し
か
し
、

農
業
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
、
世
帯

間
の
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
自
分
た
ち
が
消
費
す
る
コ
メ
の
自
給
さ

え
厳
し
い
の
が
現
状
だ
。 

　
そ
こ
で
Ｉ
Ｖ
Ｙ
は
、
地
域
開
発
の
主
体
を

女
性
に
置
き
、
村
の
女
性
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
発
化
す
る
た
め
「
女
性
組

合
」
の
設
立
を
提
案
。
Ｉ
Ｖ
Ｙ
事
務
局
長
の

安
達
三
千
代
さ
ん
は
「
ポ
ル
・
ポ
ト
時
代

は
、
密
告
を
奨
励
す
る
風
習
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
遺
症
で
人
々
は
疑
心
暗
鬼
と
な

り
、
共
同
体
が
破
壊
さ
れ
、
隣
の
人
と
話
さ

え
し
た
こ
と
な
い
人
も
い
た
ぐ
ら
い
。
ま
し

て
や
、
女
性
同
士
が
協
力
し
て
何
か
を
す
る

と
い
う
意
識
は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
」
と
話
す
。 

　
し
か
し
、
次
第
に
、
女
性
組
合
の
輪
が
各

村
に
広
が
り
始
め
た
。「
今
で
は
定
期
的
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
勉
強
会
を
開
き
、
村
の

発
展
の
た
め
、
何
が
で
き
る
か
を
み
ん
な
で

考
え
て
い
ま
す
」。
村
の
選
挙
で
選
ば
れ
た

メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
り
、
米
銀
行
や
家
畜

銀
行
、
行
事
で
の
食
器
の
貸
し
出
し
、
小
学

校
建
設
ま
で
、
女
性
な
ら
で
は
の
視
点
で
さ

ま
ざ
ま
な
村
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

   

　
女
性
組
合
の
活
動
が
活
発
化
す
る
に
つ
れ

て
、
村
が
よ
り
活
気
づ
く
た
め
に
は
、
や
は

り
持
続
的
な
収
入
源
が
必
要
と
い
う
問
題
意

識
が
生
ま
れ
た
。
そ
こ
で
２
０
０
７
年
か
ら

は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
北
の
草
の
根
技
術
協
力
を

通
じ
て
、
女
性
組
合
を
活
用
し
た
農
業
振
興

に
取
り
組
む
こ
と
に
。
各
家
庭
の
菜
園
で
、

無
農
薬
野
菜
の
栽
培
へ
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。 

　
各
村
を
回
り
な
が
ら
、
種
の
入
手
、
苗
床

や
た
い
肥
の
作
り
方
か
ら
、
販
売
時
の
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
ま
で
、
Ｉ
Ｖ
Ｙ
の
ス
タ
ッ
フ
は
き

め
細
や
か
に
指
導
を
続
け
る
。「„
売
れ
る
“

た
め
に
は
、
野
菜
が
一
番
お
い
し
い
時
期

を
、
サ
イ
ズ
や
色
で
見
分
け
て
出
荷
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
」
と
安
達
さ
ん
。
さ
ら
に
、

長
さ
さ
げ
豆
な
ら
同
じ
サ
イ
ズ
の
も
の
を
束

ね
た
り
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
な
ら
竹
か
ご
に
盛

っ
て
„
み
ず
み
ず
し
さ
“
を
強
調
す
る
た
め

に
霧
吹
き
で
水
を
か
け
た
り
―
。
さ
ま
ざ

ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。 

　
各
家
庭
か
ら
集
め
た
野
菜
は
、
女
性
組
合

の
野
菜
販
売
員
が
村
外
の
市
場
に
自
転
車
で

売
り
に
行
く
。
安
達
さ
ん
は
、「
今
は
、
需

要
に
供
給
が
追
い
付
い
て
い
な
い
状
態
。
輸

入
野
菜
は
危
険
と
考
え
る
人
も
多
く
、
少
し

高
く
て
も
、
無
農
薬
野
菜
は
人
気
が
高
い
。

ト
マ
ト
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
、
需
要
の
高
い
ほ

か
の
野
菜
の
栽
培
に
も
挑
戦
し
て
い
き
た

い
」
と
意
欲
を
語
る
。 

　
昨
年
２
月
、
現
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
松
浦
あ
ゆ
み
さ
ん
は
、
女
性
組
合

の
メ
ン
バ
ー
12
人
を
引
き
連
れ
て
、
首
都

プ
ノ
ン
ペ
ン
に
視
察
旅
行
へ
。
市
内
の
市
場

や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
見
学
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
や
現
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
野

菜
の
試
験
販
売
を
行
っ
た
。
メ
ン
バ
ー
の
中

に
は
、
首
都
に
行
く
の
は
も
ち
ろ
ん
、
村
を

出
る
の
が
初
め
て
と
い
う
人
も
。
こ
の
経
験

は
、
大
い
に
刺
激
に
な
っ
た
よ
う
だ
。 

　
そ
し
て
12
月
、
村
の
女
性
た
ち
に
驚
き

の
ニ
ュ
ー
ス
が
届
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
国
境
地

帯
に
あ
る
経
済
特
別
区
の
ホ
テ
ル
か
ら
、
彼

女
た
ち
の
野
菜
を
買
い
た
い
と
い
う
申
し
出

が
あ
っ
た
の
だ
。
第
１
回
目
は
、
今
年
２
月

に
４
つ
の
村
か
ら
２
０
０
キ
ロ
の
野
菜
を
集

め
て
出
荷
。
ホ
テ
ル
側
も
彼
女
た
ち
の
野
菜

の
質
を
高
く
評
価
し
て
い
る
と
い
う
。
松
浦

さ
ん
は
、「
ほ
か
の
野
菜
と
同
じ
に
さ
れ
て

は
困
る
。
い
か
に
無
農
薬
野
菜
を
良
い
値
段

で
売
る
か
が
重
要
で
す
」
と
強
調
す
る
。 

　
そ
し
て
も
う
一
つ
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

が
。
今
年
か
ら
、
女
性
組
合
の
メ
ン
バ
ー
だ

っ
た
現
地
の
女
性
が
Ｉ
Ｖ
Ｙ
の
ス
タ
ッ
フ
と

な
っ
た
の
だ
。
村
の
発
展
を
担
う
人
材
が
育

っ
て
い
る
証
し
だ
。
家
庭
菜
園
か
ら
生
ま
れ

た
野
菜
が
、
今
日
も
彼
女
た
ち
の
パ
ワ
ー
の

源
と
な
っ
て
い
る
。 

（上）家庭菜園を持つ女性たちは、定期的に会合を開き、野菜の栽培方法
などについて議論する
（下）ホテルに出荷する野菜をトラックに積み込んでいく

村の女性とともに 
無農薬野菜に願いを込めて 

カンボジア・スバイリエン州の女性たちとともに、
野菜の共同生産・出荷に取り組む認定ＮＰＯ法人国際ボランティアセンター山形。
村の「女性組合」の運営を通して、収入向上と農村振興を目指している。

村で栽培した無農薬野菜を
かごいっぱいに入れ、市場に
売りに行く

野
菜
の
共
同
出
荷
を
通
じ
て 

村
の
発
展
を 

女
性
主
体
の 

村
づ
く
り
を
目
指
し
て 

プノンペン市内のスーパーを視察する女性組合の
メンバー。初めて見る光景に驚きの連続だった

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち  

プノンペン

カンボジア 
 

スバイチュルン郡

スバイリエン州

認定NPO法人 

国際ボランティアセンター山形 
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日本有数の花の生産地として知られる愛知県田原市。 
その栽培技術を生かしてラオスの花卉産業の活性化を後押ししようと、 

バラの栽培方法を伝えている。 

サイタニー郡のバラ栽培試験場で、花や茎の様子を調べるトンスックさん（左）とアヌスンさん（右）。
「今年の夏には市場で売り出したい」と意気込んでいる（撮影：久野真一）

サイタニー郡からの研修員を受け入れ、バラの栽培を一から指導し

てきた農家の太田小八さん（左）と、現地で技術指導を行った　田

さん。太田さんは35年間バラを作り続けている“職人”

田原市で４カ月の栽培実習に臨んだトンスッ
クさんとアヌスンさん。滞在中には市内の小
学校を訪れ、子どもたちとの交流を楽しんだ

※鑑賞用に栽培する植物。鑑賞する部分により、花物、葉物、実物などに分かれる。

地
域
と 

世
界
の 

き
ず
な 

  

　
愛
知
県
の
南
端
、
渥
美
半
島
に
位
置
す

る
愛
知
県
田
原
市
。
大
き
な
河
川
に
乏
し

く
水
不
足
に
苦
し
み
、
小
規
模
な
が
ら
も

農
業
と
漁
業
で
暮
ら
し
て
い
た
こ
の
地
域

で
は
、
約
40
年
前
に
豊
川
用
水
が
全
面
的

に
通
水
し
、
農
業
の
近
代
化
・
先
進
化
に

成
功
。
国
内
有
数
の
農
業
地
帯
へ
と
生
ま

れ
変
わ
り
、
今
や
野
菜
、
花
卉
※
な
ど
の
農

業
生
産
額
は
全
国
の
市
町
村
で
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
を
誇
る
。
中
で
も
キ
ク
や
バ
ラ
、
カ
ー

ネ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
花
卉
類
は
、
同
市

の
全
農
業
販
売
高
の
約
半
分
を
占
め
る
代

表
的
な
生
産
物
だ
。 

　
そ
ん
な
技
術
と
経
験
を
生
か
し
、
田
原

市
で
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
実
施
す
る
農
業
分
野

の
研
修
を
20
年
以
上
受
け
入
れ
て
い
る
。

地
元
農
家
や
農
協
と
い
っ
た
地
域
の
協
力

の
も
と
、
開
発
途
上
国
の
研
修
員
に
対
し
、

生
産
技
術
や
か
ん
が
い
・
排
水
技
術
な
ど

を
指
導
し
て
い
る
。 

　
そ
し
て
同
市
が
今
、
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
、
２
０
０
５
年
の
「
愛
・
地
球
博
」
を

き
っ
か
け
に
交
流
が
芽
生
え
た
国
、
ラ
オ

ス
へ
の
国
際
協
力
だ
。
万
博
の
参
加
各
国

と
県
内
の
市
町
村
が
交
流
を
深
め
る
「
一

市
町
村
一
国
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
事
業
」
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
縁
で
、
田
原
市
の
農
業

技
術
や
そ
の
高
い
収
益
性
に
注
目
し
た
ラ

オ
ス
が
、
同
市
に
協
力
を
依
頼
。
田
原
市

は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
部
の
草
の
根
技
術
協
力
を

通
じ
、
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
の
郊
外
に
あ

る
サ
イ
タ
ニ
ー
郡
で
、
バ
ラ
の
栽
培
技
術

を
指
導
す
る
こ
と
に
。
そ
の
一
環
で
07
年

11
月
か
ら
、
サ
イ
タ
ニ
ー
郡
農
林
事
務
所

の
ト
ン
ス
ッ
ク
・
ボ
ウ
リ
カ
ー
ン
さ
ん
と
ア

ヌ
ス
ン
・
バ
ン
ダ
ヴ
ォ
ン
さ
ん
が
、
市
内
の

バ
ラ
栽
培
農
家
で
約
４
カ
月
間
の
栽
培
実

習
を
受
け
た
。 

   

　
近
年
、
ラ
オ
ス
で
は
花
の
需
要
が
増
え

て
い
る
が
、
寺
院
へ
の
参
拝
で
供
え
物
と

し
て
よ
く
使
わ
れ
る
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を

除
き
、
大
半
を
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の

輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
価
格
も
割
高
だ
。

バ
ラ
は
ホ
テ
ル
な
ど
で
よ
く
使
わ
れ
る
ほ

か
、
新
年
や
卒
業
式
の
シ
ー
ズ
ン
に
も
需

要
が
高
く
な
る
も
の
の
、
国
内
で
は
ほ
と

ん
ど
生
産
さ
れ
て
い
な
い
。
農
業
生
産
力

を
向
上
さ
せ
た
い
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
、
収

益
性
の
高
い
バ
ラ
の
栽
培
は
魅
力
的
で
あ

り
、
主
に
稲
作
に
依
存
す
る
農
家
の
新
た

な
収
入
源
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。 

　
田
原
市
で
の
実
習
を
振
り
返
り
、「
優
れ

た
生
産
性
と
高
い
技
術
、
農
家
の
人
々
の

勤
勉
さ
な
ど
多
く
を
学
ん
だ
」
と
話
す
ト

ン
ス
ッ
ク
さ
ん
と
ア
ヌ
ス
ン
さ
ん
。
帰
国

後
、
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
進
め
、 

08
年
12
月
か
ら
サ
イ
タ
ニ
ー
郡
農
林
事
務

所
の
試
験
用
農
場
な
ど
で
試
験
栽
培
が
始

ま
っ
て
い
る
。 

　「
日
本
と
は
土
の
質
や
気
候
が
異
な
り
、

設
備
も
不
十
分
で
、
初
め
は
思
う
よ
う
に

花
が
咲
か
な
か
っ
た
」
と
話
す
ト
ン
ス
ッ

ク
さ
ん
。
害
虫
に
も
悩
ま
さ
れ
た
。
だ
が
、

田
原
市
の
栽
培
農
家
や
技
術
者
が
こ
れ
ま

で
３
度
に
わ
た
り
サ
イ
タ
ニ
ー
郡
を
訪
れ
、

技
術
を
指
導
。
土
壌
の
改
良
や
肥
料
・
殺

虫
剤
の
使
い
方
、
剪
定
作
業
や
花
摘
み
、

水
や
り
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
、
現

地
の
気
候
風
土
に
適
し
た
栽
培
手
法
を
伝

え
て
き
た
。
さ
ら
に
、
毎
月
ト
ン
ス
ッ
ク
さ

ん
ら
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
栽
培
経
過
の
報

告
書
へ
の
返
信
・
指
導
も
行
っ
て
い
る
。

ま
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も
、
苗
や
農
機
具
、
肥
料

な
ど
必
要
な
資
機
材
面
で
協
力
し
て
き
た
。 

　
バ
ラ
は
こ
の
半
年
で
２
回
花
を
咲
か
せ

た
が
、
支
援
の
成
果
も
あ
り
、
今
年
４
月

に
咲
い
た
２
番
花
は
前
回
の
も
の
よ
り
も

出
来
が
良
く
、
商
品
化
の
め
ど
が
付
き
つ

つ
あ
る
。
現
在
は
、
夏
に
咲
く
３
番
花
の

市
場
へ
の
出
荷
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の

教
訓
も
生
か
し
な
が
ら
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
郡
内
の
農
家
に

バ
ラ
栽
培
を
普
及
さ
せ
る
た
め
、
配
布
用

の
苗
１
５
０
０
株
を
用
意
し
て
い
る
ほ
か
、

初
心
者
向
け
の
栽
培
手
引
書
も
作
成
し
て

い
る
と
こ
ろ
だ
。 

　
こ
れ
ま
で
２
度
、
現
地
で
指
導
に
当
た

っ
て
き
た
花
卉
栽
培
歴
45
年
の
　
田
政
彦

さ
ん
は
、「
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
段
階
で
は
あ

る
が
、
ま
と
も
な
農
機
具
も
な
く
、
専
門

的
な
農
業
知
識
も
乏
し
か
っ
た
当
初
に
比

べ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
育
て
ら
れ
た
の
は
立

派
」
と
目
を
細
め
る
。 

 

　「
最
近
は
バ
ラ
の
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い

る
。
い
つ
か
見
事
な
花
を
咲
か
せ
、
田
原

市
の
温
か
い
支
援
に
恩
返
し
が
し
た
い
」

と
話
す
ト
ン
ス
ッ
ク
さ
ん
。
そ
の
熱
意
が
実

り
、
美
し
く
咲
き
誇
る
大
輪
の
バ
ラ
の
花

が
、
市
場
で
人
気
を
呼
ぶ
日
も
そ
う
遠
く

は
な
い
は
ず
だ
。 

田原市のキク農家で温室栽培を見学
するJICAの研修員。「研修の受け入れ
は、日本の農家にとっても自らの足元を
見直す良い機会」と、田原市政策推進
部の三竹雅雄さんは話す

途
上
国
に
広
が
る
田
原
の
技
術 

通常は、試験場に隣接するため池からJICAが供与した
ポンプで水を引いてくるが、時には土の乾き具合に応じて、
水のやり方も異なってくる（撮影：久野真一）

バ
ラ
栽
培
を
普
及
さ
せ 

農
家
の
生
計
向
上
を 

面積188.81平方キロ、人口約6万
6,000人。2003年、旧赤羽根町が
旧田原町に編入合併され、田原市に。
05年には旧渥美町が編入合併され、
現在に至る。1968年の豊川用水の
通水以来、地域の農業が飛躍的に
発展。野菜・花卉に代表される、全
国有数の農業地帯として知られる。
88年より、JICAが実施する農業分
野の研修事業に協力、研修員滞在
中のホームステイや交流会など、地
域ぐるみの異文化交流を積極的に
行う。05年の「愛・地球博」以来、ラ
オス・サイタニー郡との交流事業に
力を入れている。

愛知県田原市

8

みもの

か き

か   

き 

こ はち

せ
ん 

て
い 

現在、ラオスの市場で売られている
花の大半は、タイなどからの輸入品だ

田原市  

田  原  市 

［ 愛  知  県 ］ 

愛知県  
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淡路島から 
ミャンマーの高校生へ 
2008年5月にミャンマーを襲った大型サイクロン。

死者・行方不明者が13万8,000人にも及ぶ未曾有の災害となった。

その被災地の高校生に、海を越えて、

兵庫県立淡路高等学校から励ましのメッセージが届けられた。

サ
イ
ク
ロ
ン
被
災
者
の
た
め
に 

で
き
る
こ
と 

海
を
越
え
て 

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
た
い 

や
す
し
げ

応援旗を手にし、淡路高校の生徒に手を振るラブタ第一高校の生徒たち

ミャンマーの高校生に向けて、心を込めてメッセージを作成する

第8回 

地球号の 
子どもたち 

「淡路高校からのメッセージに元気が出ました」と、
ラブタ第一高校のマウンさん（中央）

メッセージの届け先となったラブタは、ミャンマー国内で最も大きな被害を受けた
都市の一つ

2008年度「防災と心のケア」を
履修した淡路高校の生徒と森
先生（右）

　
２
０
０
８
年
５
月
３
日
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

南
西
部
を
大
型
サ
イ
ク
ロ
ン
「
ナ
ル
ギ
ス
」

が
直
撃
し
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
史
上
最
悪
と

い
わ
れ
た
こ
の
自
然
災
害
。
町
中
の
家
屋
、

学
校
、
桟
橋
、
医
療
施
設
な
ど
は
、
沿
岸

か
ら
押
し
寄
せ
た
高
波
に
一
気
に
飲
み
込

ま
れ
、
町
は
混
乱
状
態
に
陥
っ
た
。
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
政
府
の
要
請
に
基

づ
き
、
３
回
に
わ
た
り
緊
急
援
助
物
資
を

供
与
。
テ
ン
ト
や
毛
布
、
給
水
タ
ン
ク
な

ど
緊
急
に
必
要
と
さ
れ
る
物
資
を
配
布
す

る
と
と
も
に
、
国
際
緊
急
援
助
隊
・
医
療

チ
ー
ム
の
派
遣
を
即
時
に
決
定
。
被
害
の

最
も
大
き
か
っ
た
ラ
ブ
タ
の
避
難
キ
ャ
ン

プ
で
医
療
活
動
を
実
施
し
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
被
災
地
の
惨
劇
は
、
日

本
で
も
連
日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
た
。
地

震
、
台
風
な
ど
、
自
然
災
害
の
多
い
日
本
。

「
人
ご
と
で
は
な
い
」
と
、
全
国
各
地
で
募

金
活
動
が
始
ま
っ
た
。
そ
し
て
１
９
９
５

年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
被
害
を
受
け

た
淡
路
島
で
も
、
被
災
地
の
状
況
に
心
を

痛
め
る
高
校
生
の
姿
が
あ
っ
た
。
兵
庫
県

立
淡
路
高
等
学
校
で
「
防
災
と
心
の
ケ
ア
」

を
履
修
す
る
２
年
生
（
当
時
）20
人
だ
。

　「
防
災
と
心
の
ケ
ア
」
は
同
校
の
選
択
科

目
。
防
災
マ
ッ
プ
の
作
成
、
災
害
発
生
時

の
対
処
方
法
、
地
域
の
保
育
園
で
の
防
災

に
関
す
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
震

災
の
経
験
を
生
か
し
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
担
当
の
森
康
成
先
生
は
、「
震
災
か
ら

14
年
た
っ
た
今
、
当
時
の
記
憶
が
な
い
生

徒
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
授
業
を
通
し
て
、

震
災
を
„
伝
え
“„
語
り
継
い
で
い
く
“こ

と
が
目
的
」
と
話
す
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
サ
イ
ク
ロ
ン
が
発
生
し

た
５
月
、
森
先
生
は
授
業
で
災
害
の
ニ
ュ

ー
ス
を
流
し
た
。
モ
ニ
タ
ー
を
通
し
て
映

し
出
さ
れ
る
悲
惨
な
映
像
に
、
言
葉
を
失

う
生
徒
た
ち
。
授
業
の
後
、「
何
か
僕
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
声
が

自
然
に
上
が
っ
た
。

　
募
金
活
動
、
救
援
物
資
の
送
付
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
飛
び
交
う
中
で
、
２

年
生
（
当
時
）
の
藤
本
雄
士
さ
ん
と
桜
木
歩

さ
ん
が
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て
、
応
援

旗
に
し
て
贈
っ
て
は
ど
う
か
」
と
提
案
。

「
そ
れ
な
ら
僕
た
ち
の
手
で
で
き
る
」
と
満

場
一
致
で
決
ま
っ
た
。

　
大
き
な
白
い
布
に
「
今
は
つ
ら
い
と
思

う
け
ど
頑
張
っ
て
」「
信
じ
て
い
れ
ば
き
っ

と
い
い
こ
と
が
あ
る
」
な
ど
、
一
人
一
人
の

思
い
を
書
き
込
ん
だ
生
徒
た
ち
。
そ
し
て

あ
っ
と
い
う
間
に
、
２
枚
の
布
は
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
縦
１
メ
ー
ト
ル
、

横
２
メ
ー
ト
ル
の
応
援
旗
が
完
成
し
た
。

　
し
か
し
そ
の
後
、
思
わ
ぬ
事
態
が
待
っ

て
い
た
。
災
害
後
の
混
乱
も
あ
り
、
応
援

旗
を
現
地
に
届
け
る
の
が
難
し
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
た
の
だ
。
約
30
年
前
、
２

年
間
か
け
て
ア
フ
リ
カ
大
陸
を
旅
し
た
経

験
も
あ
る
と
い
う
森
先
生
は
、「
自
分
で
バ

ッ
ク
パ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
届
け
に
行
こ
う

か
と
も
思
っ
た
」
と
言
う
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
せ
っ
か
く
の
生
徒
の

思
い
が
台
無
し
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で

森
先
生
は
、
以
前
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
研
修

員
受
け
入
れ
や
開
発
教
育
支
援
な
ど
で
縁

の
あ
っ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
兵
庫
に
相
談
。
そ
の

話
は
す
ぐ
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ミ
ャ
ン
マ
ー
事
務

所
に
伝
わ
り
、
何
と
し
て
で
も
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
る
こ
と
を
約
束
。

同
事
務
所
の
平
野
潤
一
職
員
が
„
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
“
と
な
り
、
淡
路
高
校
の
生
徒
た

ち
の
思
い
を
直
接
現
地
に
届
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
応
援
旗
が
完
成
し
て
か
ら
約
半
年
後
の

２
月
、
平
野
職
員
は
、
被
災
地
へ
の
復
旧
・

復
興
支
援
の
一
環
と
し
て
支
援
が
検
討
さ

れ
て
い
る
、
小
学
校
、
サ
イ
ク
ロ
ン
シ
ェ

ル
タ
ー
の
建
設
計
画
の
た
め
に
ラ
ブ
タ
を

訪
問
し
た
。
そ
し
て
、
村
落
調
査
の
合
間

に
ラ
ブ
タ
第
一
高
校
を
訪
れ
、
つ
い
に
淡

路
高
校
の
生
徒
た
ち
の
作
成
し
た
応
援
旗

が
届
け
ら
れ
た
。
同
校
に
は
、
サ
イ
ク
ロ

ン
に
よ
っ
て
家
や
家
族
を
失
っ
た
生
徒
も

た
く
さ
ん
い
る
。
し
か
し
、
遠
く
離
れ
た

日
本
の
高
校
生
か
ら
の
応
援
旗
を
手
に
し

た
彼
ら
の
顔
は
、
い
つ
の
間
に
か
笑
顔
で

あ
ふ
れ
て
い
た
。

　「
淡
路
高
校
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
し
っ

か
り
と
受
け
取
り
ま
し
た
。
淡
路
島
の
皆

さ
ん
の
よ
う
に
、
家
族
と
手
を
取
り
合
い
、

周
り
の
人
と
支
え
合
い
な
が
ら
困
難
を
乗

り
越
え
、
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」。
そ
う
話
す
マ
ウ
ン
・
チ
ョ

ー
・
コ
ー
コ
ー
さ
ん
（
16
）
さ
ん
の
言
葉
に

は
、
復
興
に
向
け
た
強
い
意
気
込
み
、
頼

も
し
さ
さ
え
を
感
じ
た
。

　
海
を
越
え
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
届
い
た

淡
路
高
校
の
生
徒
た
ち
の
思
い
。
災
害
を

乗
り
越
え
、
力
強
く
歩
み
出
し
た
被
災
地

と
の
間
に
、
一
つ
の
温
か
い
き
ず
な
が
生

ま
れ
た
。

み    ぞ     う
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現地の地雷撤去団体
のスタッフと、地雷に関
する情報交換をする
江角さん（左）。地雷
埋設地域の支援を安
全に行う上で重要な
業務の一つだ

奨学制度によって学校に通えるようになり、
村には子どもたちの笑顔が増えた

  

　
１
９
９
０
年
代
、
数
十
年
に
わ
た
る
内
戦
が

終
結
し
、
復
興
に
向
か
っ
て
歩
み
出
し
た
カ
ン

ボ
ジ
ア
。
し
か
し
、
一
歩
一
歩
、
着
実
に
発
展

す
る
都
市
部
と
は
対
照
的
に
、
地
方
は
現
在
も

多
く
の
地
雷
が
残
り
、
開
発
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
状
態
に
あ
る
。
昨
年
度
だ
け
で
、
地
雷
の
犠

牲
者
は
２
６
６
人
※
１
。
数
年
前
と
比
べ
る
と

半
数
近
く
に
ま
で
減
少
し
た
が
、
地
雷
埋
設
地

域
に
は
い
ま
だ
貧
困
層
が
多
く
、
国
家
の
重
要

課
題
に
も
な
っ
て
い
る
。 

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
が
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
基
金
を
活
用
し
て
支
援
す
る
、
バ
ッ
タ
ン

バ
ン
州
カ
ム
リ
エ
ン
郡
オ
ッ
チ
ョ
ン
ボ
ッ
ク
村

も
そ
の
一
つ
。
同
州
を
含
む
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
西

部
の
タ
イ
国
境
地
帯
は
、
内
戦
が
最
後
ま
で
続

い
た
地
域
。
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
※
２
の
支

配
地
域
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
雷
の
撤
去

が
遅
れ
、
今
で
も
お
び
た
だ
し
い
数
の
地
雷
が

埋
め
ら
れ
て
い
る
。 

　「
人
々
は
、
村
に
地
雷
が
あ
る
こ
と
を
誰
よ

り
も
よ
く
知
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
ほ
か
に
住

む
場
所
が
な
い
の
で
す
」
と
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
統
括
す
る
江
角
泰
さ
ん
は
話

す
。
し
か
し
、
ど
の
場
所
に
地
雷
が
眠
っ
て
い

る
か
は
、
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。
毎
日
が
、
恐

怖
と
隣
り
合
わ
せ
の
生
活
。
耕
作
中
に
、
地
雷

を
踏
ん
で
し
ま
う
人
も
い
た
と
い
う
。 

　
地
雷
に
よ
る
事
故
を
確
実
に
減
ら
し
、
村
人

た
ち
の
生
活
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
―
。
江
角
さ
ん
た
ち
は
、
地

雷
撤
去
作
業
と
同
時
に
、
地
雷
埋
設
地
域
の
村

落
開
発
に
焦
点
を
当
て
た
協
力
を
開
始
。
住
民

組
織
を
通
じ
て
村
が
一
丸
と
な
り
、
地
雷
被
害

者
を
持
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。 

   

　
ま
ず
住
民
組
織
が
導
入
し
た
の
が
、
マ
イ
ク

ロ
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
。「
村
銀
行
」
を
設
立
し
、

貧
困
層
の
家
庭
に
小
額
の
資
金
を
融
資
す
る
シ

ス
テ
ム
だ
。
昨
年
10
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、

住
民
組
織
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
１
０
０
家
族
の

う
ち
、
90
家
族
が
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
基
金
、
10
家
族
が

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
自
己
資
金
か
ら
融
資

を
受
け
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
を
は
じ
め
と
す
る
農
作

物
の
栽
培
や
家
畜
の
飼
育
な
ど
を
行
っ
た
。

「
悪
天
候
に
よ
る
不
作
の
影
響
も
あ
り
ま
し
た

が
、
村
人
た
ち
の
意
識
も
高
く
、
返
済
状
況
は

順
調
で
す
」
と
江
角
さ
ん
は
言
う
。 

　
ま
た
村
銀
行
で
は
、
毎
月
１
０
０
０
リ
エ
ル

（
約
０
・
25
ド
ル
）
を
各
家
庭
か
ら
集
め
、
健

康
保
険
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、

住
民
組
織
の
メ
ン
バ
ー
の
病
気
や
け
が
な
ど
の

治
療
費
、
死
亡
し
た
と
き
の
葬
式
費
用
な
ど
が

支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
自
分
の
貯

蓄
が
、
村
の
誰
か
の
た
め
に
使
わ
れ
る
。
ポ

ル
・
ポ
ト
時
代
の
傷
跡
が
残
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の

村
に
、
村
銀
行
を
通
じ
て
、
助
け
合
い
の
精
神

が
育
ち
つ
つ
あ
る
。 

　
さ
ら
に
、
住
民
組
織
で
は
学
校
に
行
け
な
い

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
奨
学
制
度
を
設
置
。
制

服
や
文
房
具
を
支
給
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
に

よ
り
、
こ
れ
ま
で
、
30
人
が
学
校
に
行
け
る
よ

う
に
な
っ
た
。
う
ち
２
人
は
、
以
前
は
親
が
い

く
ら
言
っ
て
も
学
校
に
行
こ
う
と
し
な
か
っ

た
。「
お
そ
ら
く
制
服
や
文
房
具
が
な
け
れ
ば
、

学
校
へ
行
く
の
が
恥
ず
か
し
い
と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」
と
、
住
民
組
織
の

副
リ
ー
ダ
ー
・
ト
リ
ー
・
ソ
ー
ク
ン
さ
ん
は
そ

の
効
果
を
う
れ
し
そ
う
に
話
す
。 

　
そ
し
て
最
近
、
新
た
な
試
み
が
始
ま
っ
た
。

村
に
た
め
池
10
基
を
掘
削
し
、
魚
の
養
殖
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
。
４
月
初
旬
に
は
稚
魚
を

た
め
池
に
放
流
し
、
７
月
ご
ろ
に
は
販
売
を
開

始
す
る
予
定
だ
。
江
角
さ
ん
は
、「
魚
は
、
タ

イ
に
も
輸
出
で
き
る
ほ
ど
市
場
の
幅
が
広
い
。

順
調
に
い
け
ば
、
か
な
り
の
副
収
入
が
期
待
で

き
る
の
で
は
」
と
展
望
を
述
べ
る
。
そ
れ
以
外

に
も
、
有
機
農
業
や
キ
ノ
コ
栽
培
な
ど
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
村
の
自
立
に
向
け
た
方

法
を
模
索
し
て
い
る
。 

　「
す
ぐ
に
手
を
差
し
伸
べ
る
よ
う
な
こ
と
は

し
な
い
。
基
本
的
に
は
、
住
民
組
織
の
メ
ン
バ

ー
が
話
し
合
い
、
問
題
を
解
決
し
て
い
く
姿
勢

が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
江
角
さ
ん
。

地
雷
の
恐
怖
か
ら
抜
け
出
し
、
明
る
い
未
来
に

向
け
て
村
人
た
ち
は
力
強
く
歩
み
始
め
て
い

る
。 

 

地
雷
埋
設
地
域
に 

持
続
的
な
生
活
向
上
を 

地
雷
の
恐
怖
か
ら
村
人
を
守
る 

カンボジア 
バッタンバン州

JICAでは、国際協力に関心のある日本の皆さまからの寄付を、
開発途上国の貧困削減や環境保全への取り組みに活用す
る「世界の人びとのためのJICA基金」で受け付けています。
皆さまのご支援をお待ちしております。

お寄せいただいた寄付金は、途上国の貧困削減、医療や教育の提供、
環境問題の解決などに取り組むNGOの活動に充てられます。各支援
活動や寄付金事業収支についてのご報告は、「JICA寄付サイト」で
公表します。

あなたの小さな一歩から始まる国際協力 

世界の人びとのためのJICA基金 

寄付金の使われ方 

「JICA寄付サイト」からお申し込み下さい。クレジットカードによる決済
や、銀行・郵便振込みなどがお使いいただけます。
JICA寄付サイトURL：http://www.kifu.jica.go.jp

寄付の方法 

住民組織の取り組みは、村人たち
自身の話し合いによって決まる

ため池の状態を確認する村銀行の担当者。10家族でため池１基を管
理する

内
戦
中
に
埋
め
ら
れ
た
地
雷
が
、い
ま
だ
貧
し
さ
の
根
源
と
な
っ
て

い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
。一
日
も
早
く
、人
々
が
貧
困
か

ら
脱
却
で
き
る
よ
う
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
は
住
民
の

生
活
向
上
支
援
を
続
け
て
い
る
。

地
雷
が
埋
め
ら
れ
た 

地
域
を
救
う
村
落
開
発
を 

※1 2009年4月、カンボジア地雷対策センター発表。
※2 正式名称はカンボジア共産党。ポル・ポトを指導者とする反
政府組織。

た
い 

え 

ず
み 

ココロとココロ 
～届け 私たちの思い～ 

タイ 

プノンペン
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女
性
た
ち
の「
家
庭
を
守
る
力
」 

す
べ 

（上）オールドダッカの街中で、
ごみ収集の様子を眺めながら、
環境教育に取り組む隊員と
JICA職員の話に聞き入る北
澤さん
（左）「バングラデシュの生徒
たちにとって一番効果がある
のは、コーチが自らプールに入
って泳ぎ続けること」と北澤さ
んに話す隊員たち

※1990年代に日本はグラミン銀行に対する資金協力を実施。2001年の事後評価によれば、グラミン銀行のマイクロクレジット（小額融資）を利用した多くの住民の生活が向上した
といわれている。

   
っ
す
ら
と
茶
色
く
乾
い
た
空
気
に
包

ま
れ
る
土
地
の
様
子
と
は
対
照
的

に
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
女
性
が
着
る
サ
ロ

ワ
カ
と
呼
ば
れ
る
服
は
と
て
も
カ
ラ
フ
ル

だ
。
到
着
翌
日
に
北
澤
豪
さ
ん
が
訪
れ
た

オ
ー
ル
ド
ダ
ッ
カ
の
街
の
片
隅
で
は
、
ち

ょ
う
ど
収
集
車
が
家
庭
ご
み
を
集
め
て
い

る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
こ
に
、
サ
ロ
ワ
カ

を
着
た
母
親
に
促
さ
れ
る
よ
う
に
子
ど
も

た
ち
が
列
を
成
し
、
バ
ケ
ツ
い
っ
ぱ
い
に

た
ま
っ
た
ご
み
を
持
っ
て
く
る
。 

　
人
口
の
急
増
と
急
速
な
経
済
発
展
に
よ

っ
て
年
々
深
刻
化
す
る
ダ
ッ
カ
の
廃
棄
物

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
「
ダ

ッ
カ
市
廃
棄
物
管
理
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
し
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

„
ク
リ
ー
ン
・
ダ
ッ
カ
“
を
目
指
し
、
住
民

参
加
に
よ
る
廃
棄
物
収
集
の
改
善
に
向
け

た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
市
街
の

ご
み
問
題
が
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を

北
澤
さ
ん
は
肌
で
感
じ
た
。 

　
ま
た
、
北
澤
さ
ん
は
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
※
の

融
資
を
受
け
る
農
村
女
性
た
ち
が
暮
ら
す

チ
ッ
タ
ゴ
ン
近
く
の
村
を
訪
問
。
毎
週
恒

例
と
な
っ
て
い
る
女
性
グ
ル
ー
プ
の
返
済

式
に
参
加
し
た
後
、
メ
ン
バ
ー
の
女
性
宅

を
訪
れ
た
。「
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
が
な
か
っ
た

ら
今
の
生
活
は
な
か
っ
た
わ
」。
そ
う
話
す

彼
女
の
家
は
い
ま
だ
に
乾
燥
さ
せ
た
家
畜

の
ふ
ん
を
調
理
の
燃
料
に
し
て
い
る
が
、

居
間
を
見
れ
ば
立
派
な
テ
レ
ビ
や
扇
風
機

が
あ
る
。
ま
た
、
グ
ラ
ミ
ン
銀
行
か
ら
教

育
ロ
ー
ン
を
受
け
て
息
子
を
大
学
ま
で
通

わ
せ
た
女
性
も
い
る
。 

　「
女
性
は
夢
を
追
う
だ
け
で
な
く
、
き
ち

ん
と
現
実
を
見
な
が
ら
家
族
を
支
え
る
術

を
知
っ
て
い
る
ん
だ
ね
」。
北
澤
さ
ん
は
、

地
方
の
小
さ
な
農
村
、
そ
れ
も
女
性
た
ち

が
自
ら
の
パ
ワ
ー
で
成
功
を
生
み
出
し
て

い
る
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
と
い

う
。 

     

　
滞
在
中
、
北
澤
さ
ん
は
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ

ー
ト
を
育
成
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
国
立

ス
ポ
ー
ツ
学
院
を
訪
問
し
、
水
泳
や
テ
ニ

ス
の
指
導
に
当
た
る
３
人
の
青
年
海
外
協

力
隊
員
の
活
動
を
視
察
。
生
活
習
慣
や
文

化
の
異
な
る
中
で
、
よ
り
良
い
指
導
方
法

を
模
索
し
日
々
奮
闘
す
る
隊
員
た
ち
に
エ

ー
ル
を
送
っ
た
。 

　
視
察
後
、
北
澤
さ
ん
は
、「
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
す
ご
い
と
こ
ろ
は
、
何
と
い
っ
て

も
人
の
多
様
性
と
生
命
力
。
今
す
ぐ
で
き

る
こ
と
と
将
来
で
き
る
こ
と
を
見
極
め
、

長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
が
必
要
だ
し
、
そ
の
一
翼
を
日
本

が
担
え
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
と
て
も
素
晴

ら
し
い
貢
献
だ
と
思
う
。
あ
と
は
施
設
面

を
整
備
し
て
い
け
れ
ば
ベ
ス
ト
で
す
ね
」

と
話
し
て
い
た
。 

　
今
回
の
訪
問
の
終
盤
に
は
、
北
澤
さ
ん

の
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
ダ
ッ
カ
日
本
人
学
校

で
開
か
れ
た
。
こ
れ
ま
で
開
発
途
上
国
で

数
多
く
の
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開
い
て
き
た

北
澤
さ
ん
だ
が
、
今
回
は
、
い
つ
も
と
は

か
な
り
趣
が
異
な
る
も
の
だ
っ
た
。
と
い

う
の
は
、
日
本
人
学
校
に
通
う
日
本
人
の

子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
近
く
の
村
の
子
や

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
施
設
で
生
活
す
る
元
ス
ト
リ
ー

ト
チ
ル
ド
レ
ン
な
ど
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の

子
ど
も
た
ち
約
50
人
が
参
加
す
る
教
室
と

な
っ
た
か
ら
だ
。 

　「
説
明
は
一
度
し
か
し
な
い
か
ら
ね
」
と

い
う
言
葉
と
と
も
に
始
ま
っ
た
北
澤
さ
ん

の
話
を
、
一
言
も
聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
耳

を
傾
け
る
子
ど
も
た
ち
の
ま
な
ざ
し
は
と

て
も
真
剣
だ
。
続
い
て
行
わ
れ
た
ボ
ー
ル

の
パ
ス
練
習
で
は
、
靴
を
履
く
子
と
は
だ

し
の
子
が
ボ
ー
ル
を
パ
ス
し
合
っ
て
い
る
。

「
素
足
で
ボ
ー
ル
を
蹴
っ
て
け
が
を
し
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
、
周
囲
の
日
本
人
は
ハ
ラ

ハ
ラ
し
な
が
ら
見
守
る
が
、
当
の
子
ど
も

た
ち
は
器
用
に
ボ
ー
ル
を
さ
ば
く
。
そ
し

て
、
試
合
が
始
ま
れ
ば
、
国
籍
の
違
い
や

靴
の
有
無
な
ど
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
真

剣
勝
負
と
な
っ
た
。 

　
閉
会
式
で
北
澤
さ
ん
は
、
自
作
の
「L

una

と
魔
法
の
ス
パ
イ
ク
」
と
い
う
絵
本
を
子

ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
大
切
な
ん
だ
よ
、
と
ベ
ン
ガ
ル
語
に

訳
し
て
絵
本
を
説
明
す
る
隊
員
の
話
を
聞

い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
記
念
撮
影
で
自
然

と
肩
を
抱
き
合
い
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
た
。 

　「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子
ど
も
た
ち
の
学

ぼ
う
と
す
る
意
欲
は
す
ご
い
。
一
度
教
え

ら
れ
た
こ
と
は
２
度
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

必
ず
生
か
し
て
い
る
。
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を

逃
さ
な
い
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
は
き
っ
と
良
く
な
っ
て
い
く
は
ず
」

と
北
澤
さ
ん
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
人
々

の
パ
ワ
ー
に
そ
の
可
能
性
を
感
じ
た
滞
在

と
な
っ
た
よ
う
だ
。 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て 

将
来
に
想
い
を
は
せ
る 

（上）北澤さんから贈られた絵本をベンガル語に
訳して読む隊員の声に真剣に耳を傾ける子ども
たち ○ｃ KTP
（下）サッカー教室では、ゲームも交えて練習。子
どもたちは楽しみながら一つ一つ技術を身に付け
ていく ○ｃ KTP

う 

洪水の危険地域として指定されているチッタゴン近くの村では、日本の協力により住民が洪水時に避難するサイクロンシェルターが建設された。通常は小学校として使われている
施設を訪問すると、生徒たちからの大歓待を受けた ○ｃ KTP

文＝北澤 由紀子 （JICA広報室） 

バングラデシュ 

インド 

中国 

飛
行
機
の
タ
ラ
ッ
プ
を
抜
け
て
首
都
ダ
ッ
カ
の
空
港
に
降
り
立
つ
と
、

フ
ワ
ッ
と
し
た
熱
気
が
身
を
包
む
。

国
土
を
３
本
の
大
河
が
縦
断
す
る
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
。

雨
期
に
は
サ
イ
ク
ロ
ン
や
洪
水
被
害
が
相
次
ぐ
が
、

乾
期
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
一
面
を
見
せ
る
。

乾
期
も
終
わ
り
を
告
げ
つ
つ
あ
る
３
月
中
旬
、

元
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
で
あ
り
、

J
I
C
A
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
務
め
る
北
澤
豪
さ
ん
が

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
を
訪
問
し
た
。

北
澤
豪
さ
ん
　 

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
人
々
の 

„
パ
ワ
ー
“に
触
れ
る 
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「ボランティアの経験は、どの道に進んでも、 
   必ず大きな財産となるはずです」 

毎年、開発途上国で貴重な経験を積んだ約1,200人の青年海外協力隊や
日系社会青年ボランティアたちが日本に帰国している。
気になる帰国隊員の進路と、JICAの進路支援とは。

JICA青年海外協力隊事務局
帰国ボランティア支援課

浦山 友里恵
PROFILE

民間企業秘書室を経て、1993年に
社会人採用。研修員受入事業、ボラ
ンティア事業など主に国内業務に携
わる。2007年8月より現職。

���青年海外協力隊員は 
途上国での活動を終えた後、 
どのような進路を歩んでいるの？ 

平
成
18
年
度
に
帰
国
し
た
青
年
海

外
協
力
隊
・
日
系
社
会
青
年
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
※
の
帰
国
後
の
進
路
は
、就
職
や

復
職
の
ほ
か
、
進
学
や
復
学
な
ど
が
大
多

数
で
す
。

　
現
職
参
加
者
の
復
職
と
契
約
社
員
・
契

約
職
員
も
含
め
75
％
以
上
の
帰
国
隊
員

が
就
職
し
て
お
り
、内
訳
は
、民
間
企
業
が

約
４
割
と
最
も
多
く
、
続
い
て
公
益
法
人

や
教
員
、地
方
公
務
員
な
ど
が
続
い
て
い
ま

す
。
最
近
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
経
験
を
評

価
し
、特
別
な
採
用
制
度
を
設
け
る
地
方

自
治
体
や
教
育
委
員
会
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
就
職
以
外
で
は
、
専
門
性
を
深
め
る
た

め
、ま
た
は
新
た
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
目
指

す
た
め
に
進
学
す
る
人
も
い
れ
ば
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
短
期
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
改
め
て
参
加
す
る

人
も
い
ま
す
。
ま
た
、多
文
化
共
生
や
地
域

づ
く
り
な
ど
、
日
本
社
会
の
課
題
に
取
り

組
む
事
例
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
と
は
い
え
、一
人
一
人
の
職
種
や
年
齢
、現

地
で
の
経
験
や
考
え
方
、
進
路
決
定
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
と
期
間
が
大
き
く
異
な
る
中
、

帰
国
者
の
進
路
を
一
つ
の
傾
向
と
し
て
と

ら
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
途
上
国
で
現
地
の
人
々
と
向

き
合
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
処
し
て

き
た
経
験
は
、
帰
国
後
ど
の
道
に
進
む
に

せ
よ
、必
ず
や
大
き
な
財
産
と
な
っ
て
生
き

て
く
る
で
し
ょ
う
。

　
帰
国
後
の
進
路
を
不
安
視
す
る
声
も
聞

か
れ
ま
す
が
、仕
事
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
、目
標
と
熱
意
、創
意
工
夫
、自
己
管
理

能
力
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
重

要
な
こ
と
は
同
じ
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

活
動
に
取
り
組
め
ば
、
そ
れ
は
帰
国
後
に

も
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、帰
国
者
の
進
路
開
拓
の

た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。「
就
職
」「
進
学
」「
国
際
協
力
」
な
ど

テ
ー
マ
別
に
毎
月
実
施
さ
れ
て
い
る
「
進
路

開
拓
セ
ミ
ナ
ー
」
を
は
じ
め
、各
種
研
修
で

は
、自
己
分
析
や
進
路
情
報
の
収
集
を
助

け
る
と
と
も
に
、
社
会
で
活
躍
す
る
隊
員

Ｏ
Ｂ
／
Ｏ
Ｇ
と
の
交
流
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
に
配
置
さ
れ
て
い

る
25
人
の
専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
随
時
、

進
路
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、帰
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
て
、企
業
・
団
体
か
ら
の
人

材
募
集
の
情
報
や
、研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
の
案

内
な
ど
も
入
手
で
き
ま
す
。

　
そ
れ
以
外
に
も
、国
連
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
Ｕ

Ｎ
Ｖ
）に
推
薦
し
、
派
遣
に
か
か
る
費
用
を

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
負
担
す
る
「
Ｕ
Ｎ
Ｖ
制
度
」
や
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
の
知
識
や
技
能
、

免
許
・
資
格
の
取
得
を
目
指
す
帰
国
者
を

支
援
す
る
「
教
育
訓
練
手
当
」
、
国
際
協

力
に
携
わ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
の
イ
ン
タ
ー

ン
活
動
を
支
援
す
る
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
支
援

制
度
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Q

A

※
中
南
米
地
域
の
日
系
社
会
で
、移
住
者
や
日
系
人

の
人
々
と
生
活
し
、
日
本
語
教
育
や
保
健
、
福
祉
な

ど
の
分
野
で
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に
協
力
す
る

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
つ
。

JICAの進路支援やOB/OGの経験談はこちらから！ 

◆平成18年度　 
青年海外協力隊・日系社会青年ボランティア　進路状況 

（注）平成18年4月1日～平成19年3月31日までの帰国者
 ※短期ボランティア83人、シニア海外ボランティア6人など 

帰国ボランティア 検索 で 

0 10 20 30 40 50 60

就職

現職参加復職

進学・復学

JICAボランティア※

家事手伝い・結婚

未決定

56.8％（680人）

18.6％（223人）

12.8％（154人）

7.8％（93人）

3.5％（42人）

0.5％（6人）

（％）

計 1,198人 

「変わる、つながる、私の未来 

JICAボランティア、OB・OGストーリー」 

 

http://www.jica.go.jp/ 
activities/kikoku/

ブラジルでの日系社会青
年ボランティアの経験（上）
をもとに、現在は出稼ぎ日
系ブラジル人の子どもたち
が通う小学校で、日本語学
級の講師を務める帰国ボ
ランティア
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国
際
理
解
教
材
 

「
集
ま
れ
！
地
球
の
教
室
」
が
完
成
 

01

JICA UPDATE

03

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
２
０
０
7
年
4
月
よ
り
１
年
間
、朝
日
小
学
生
新
聞
で

全
51
回
に
わ
た
る
連
載
コ
ラ
ム「
集
ま
れ
！
地
球
の
教
室
」
を
掲
載
し

て
き
ま
し
た
。こ
の
コ
ラ
ム
は
、世
界
の
国
々
や
教
育
、環
境
、保
健
医
療

な
ど
開
発
途
上
国
が
抱
え
る
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
、ク
イ
ズ
や
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
を
使
っ
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
も
の
で
、教
育
関
係
者
な

ど
か
ら
大
き
な
反
響
が
あ
り
、連
載
終
了
後
も
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い

で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
、全
コ
ラ
ム
を
ま
と
め
た
冊
子
を
発
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
地
の
情
報
や
デ
ー
タ
も
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
ら
れ
、小

中
学
校
の
国
際
理
解
教
育（
開
発
教
育
）の
副
読
本
と
し
て
活
用
で
き

る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、学
校
に
行
け
な
い
途
上
国
の
子
ど
も
た
ち
の
現
状
や
国
際
協

力
に
つ
い
て
イ
ラ
ス
ト
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
学
校

に
行
き
た
い
！
」
や
、マ
ン
ガ
で
途
上
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
学
ぶ
こ

と
の
で
き
る
「
壁
新
聞
」
な
ど
、ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
国
際
理
解
教
育

の
教
材
を
無
料
で
配
布
・
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
一
読
・
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

問
‥
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
地
球
ひ
ろ
ば
市
民
参
加
協
力
促
進
課

T
E
L
‥03-3400-7254

　
１
９
９
３
年
以
降
見
合
わ
せ
て
い
た
ス
ー
ダ
ン
へ

の
青
年
海
外
協
力
隊
の
派
遣
が
16
年
ぶ
り
に
再

開
さ
れ
、3
月
末
、短
期
隊
員
の
岡
田
晃
範
さ
ん

が
現
地
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

　
内
戦
悪
化
の
影
響
を
受
け
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
93
年

に
ス
ー
ダ
ン
事
務
所
を
閉
鎖
、協
力
隊
の
派
遣
も

中
止
し
ま
し
た
。
そ
の
後
２
０
０
５
年
に
南
北
包

括
和
平
合
意
が
結
ば
れ
た
こ
と
か
ら
、07
年
に
駐

在
員
事
務
所
を
開
設
。
以
降
、「
平
和
の
定
着
」

を
目
指
し
、保
健
・
衛
生
、水
、教
育
、職
業
訓
練
、

イ
ン
フ
ラ
な
ど
を
重
点
分
野
に
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
岡
田
さ
ん
に
は
、今
年
１
月
ま
で
隊
員
と
し
て

ヨ
ル
ダ
ン
で
活
動
し
て
い
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

ス
ー
ダ
ン
へ
の
派
遣
期
間
は
６
カ
月
。
首
都
ハ
ル

ツ
ー
ム
の
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
、溶
接
技
術
の

指
導
を
行
う
ほ
か
、今
後
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拡
充

を
視
野
に
入
れ
、現
地
の
技
術
レ
ベ
ル
な
ど
も
調

査
す
る
予
定
で
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
 

　
年
ぶ
り
に
ス
ー
ダ
ン
へ
派
遣
再
開
 

02
　
４
月
13
日
、コ
ソ
ボ
共
和
国
の
首
都
プ
リ
シ
ュ

テ
ィ
ナ
で
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
参
加
者
の
親
睦
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
事
業
へ
の
支
援
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
コ
ソ
ボ
帰
国
研
修
員
同
窓
会
」
の
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
１
９
９
０
年
代
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
に
巻

き
込
ま
れ
、北
大
西
洋
条
約
機
構（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

軍
に
よ
る
セ
ル
ビ
ア
空
爆
や
国
連
統
治
を
経
て
、

２
０
０
８
年
２
月
に
独
立
を
果
た
し
た
コ
ソ
ボ
。Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
02
年
よ
り
、コ
ソ
ボ
へ
の
人
材
育
成
支
援

と
し
て
、環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
、日
本
で
の
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
総
会
後
に
は
、平
和
の
定
着
へ
の
願
い
を
込
め

て
コ
ソ
ボ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
の
定
期

演
奏
会
が
行

わ
れ
、同
楽
団

の
常
任
指
揮

者
・
　
澤
寿

男
さ
ん
が
、総

会
の
参
加
者

全
員
を
招
待

し
ま
し
た
。

　
演
奏
会
に

は
、団
員
不
足
の
同
楽
団
を
助
け
る
た
め
、隣
国

マ
ケ
ド
ニ
ア
か
ら
約
20
人
の
演
奏
者
が
エ
キ
ス
ト

ラ
と
し
て
参
加
。
そ
の
際
に
は
、
01
年
に
日
本
の

無
償
資
金
協
力
に
よ
っ
て
マ
ケ
ド
ニ
ア
に
供
与
さ

れ
た
楽
器
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ソ
ボ
で
奏
で
ら
れ
た
平
和
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
 

し
ん
ぼ
く

定期演奏会で指揮する　澤さん

世界の課題、国際協力について分かり
やすく説明しています

あ
き
の
り

16
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会　期：6月27日（土）～9月23日（水・祝）9時半～18時（入場は17時まで）
会　場：パシフィコ横浜・ホールD（神奈川県横浜市）
参加費：大人2,300円、高校生1,300円、小中学生800円（前売り券・団体券あり）
問：展覧会ダイヤル
TEL：0570‐060‐060
URL：http://www.asahi.com/egypt/

2009年／日本／105分
監督・編集：四ノ宮浩
撮影：大廣康夫
公開：6月下旬から東京都写真美術館にてロードショー
URL：http://basura-movie.com/

海のエジプト展  
～海底からよみがえる、古代都市アレクサンドリアの至宝～ 
約2000年前、かのクレオパトラが愛したといわれるエジプト第2の

都市アレクサンドリア。「海のエジプト展」は、地中海に面した海

底遺跡から発掘された至宝を紹介する国際巡回展。約5メートル

のファラオの彫像やヒエログリフが刻まれたステラ（古代エジプト

文字が刻まれた石碑）など、約490点が日本で初公開される。

『
僕
が
見
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン  

A
fg
h
a
n
 B
lu
e

』 

戦
禍
、飢
餓
、極
寒
と
い
う
過
酷
な
状

況
に
あ
り
な
が
ら
も
、懸
命
に
生
き
る

人
々
の
笑
顔
や
優
し
さ
、強
さ
が
あ
ふ

れ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
。
本
書
は
、１
９

９
８
〜
２
０
０
８
年
ま
で
の
10
年
間
、

刻
々
と
変
わ
る
不
安
定
な
情
勢
下
で

独
自
取
材
を
粘
り
強
く
続
け
て
き
た

報
道
写
真
家
の
久
保
田
弘
信
氏
が
、

そ
の
希
望
に
満
ち
た
人
々
の
あ
り
の

ま
ま
の
姿
を
と
ら
え
た
写
真
集
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
対
し
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、

難
民
の
保
護
、
復
興
支
援
、
平
和
構

築
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
行
っ
て

い
る
。「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
た
ち
の

現
在
、そ
し
て
未
来
に
思
い
を
は
せ
て

い
た
だ
き
た
い
」
―
緒
方
貞
子
理
事

長
推
薦
の
一
冊
。

ごみ捨て場で生きる人々を描いたドキュメンタリー 

『BASURA バスーラ』 
フィリピン・マニラ近郊の巨大なごみ捨て場「スモーキー

マウンテン」。“貧困の象徴”ともされるこのごみ捨て場

には、40年以上前からごみを拾って生計を立てる人々が

暮らしていた。ところが1995年、フィリピン政府により閉鎖。

人々は、スモーキーマウンテンのすぐそばに建てられた仮

設住宅に移り住むこととなった。そんな彼らを訪ねた四ノ

宮浩監督が見たものは、新たに作られたごみ捨て場で以

前と変わらぬ生活を続けている人々の姿だった。95年か

らスモーキーマウンテンを幾度となく訪れ、貧困と飢餓の

中を生きる人 を々見つめてきた四ノ宮監督。『忘れられた

子供たち』『神の子たち』に続くドキュメンタリー映画の

第3作。

映画「BASURA バスーラ」より

� ���

� ����

『放浪の作家安藤盛と「からゆきさん」』 
大正から昭和の前半にかけて、シベリア、満州、台湾、支那（中国）、

フランス領インドシナ（ベトナム、ラオス、カンボジア）、南洋群島な

どを放浪し、海外在住の日本人の暮らしや現地の民族・風俗など

を旅行記や小説にして世に送り出した作家、安藤盛。本書は、安

藤の人生をたどりつつ、彼が海外で出

会った「からゆきさん」の嘆きと望郷の

声を紹介している。「からゆきさん」とは、

19世紀後半にアジア各国に渡り、娼

婦として働いた日本人女性。正当な女

性とみなされず、安藤自身も最初は醜

業婦と「からゆきさん」をさげすんでい

たが、旅を通じて彼女たちの心に触れ、

作品では一人の人間として描いている。

青木 澄夫 著
風媒社
1,050円（税込）

� ���

� ��	


新 着 情 報

久保田 弘信 写真
虹有社
2,100円（税込）

ぎょう  ふ

しゅう

この本を 
3人の方に 
プレゼント 
詳細は
38ページへ

この本を 
1人の方に 
プレゼント 
詳細は
38ページへ
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コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の 

「
隣
人
力
」 

Zambia
［ザンビア］ 
 文・写真＝飯塚 明夫（写真家）

軒先で衣服を売るこの女性（左から2人目）は南アフリカから
移住してきた。「何かと隣近所に助けられている」と笑う

地球ギャラリー vol.09



A.幹線道路沿いのショッピングモール。新たに数カ所で建設
が進んでいる
B.チェスを教えるロドリックさん（左）。照明設備がなく日没
とともに教室は終了する
C.広場でサッカーを楽しむ若者たち。この地域では仕事が
少なく生活は不安定だ

D.日曜日のミサの準備をするマクソン神父。
信者からのさまざまな相談に乗る

E.ミサに来た子どもたち。教会では少年少女
の防犯意識の向上にも力を入れる

ABD

E

C

　
19
年
ぶ
り
に
訪
ね
た
ザ
ン
ビ
ア
の
首
都

ル
サ
カ
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
な
ど
外

国
の
資
本
が
入
り
、
大
き
な
変
化
を
遂
げ

て
い
た
。
空
港
か
ら
ル
サ
カ
に
続
く
幹
線

道
路
沿
い
に
は
、
巨
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
が
建
ち
、
市
内
に
は
フ
ァ
ス
ト
フ
ー

ド
の
店
が
並
ぶ
。
携
帯
電
話
は
都
市
生
活

者
の
必
需
品
だ
。 

　
ル
サ
カ
は
私
が
青
年
海
外
協
力
隊
時
代

に
赴
任
し
た
地
。
様
変
わ
り
し
た
町
に
少

し
戸
惑
い
を
覚
え
た
私
は
、
コ
ン
パ
ウ
ン

ド
を
訪
ね
て
み
た
。
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
と
は
、

大
都
市
郊
外
に
広
が
る
低
中
所
得
者
の
居

住
区
で
、
隊
員
時
代
に
慣
れ
親
し
ん
だ
場

所
で
も
あ
る
。 

　
こ
こ
に
は
、
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
時
間
と

空
気
が
流
れ
て
い
た
。
隣
人
同
士
の
助
け

合
い
の
精
神
＝
「
隣
人
力
」
が
今
も
息
づ

く
。
日
々
の
平
和
を
願
い
さ
ま
ざ
ま
な
人
々

が
、
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
の
た
め

の
隣
人
力
を
発
揮
し
て
い
た
。 

　
カ
ウ
ン
ダ
・
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
神
父
、

マ
ク
ソ
ン
・
マ
ム
ド
ゥ
さ
ん
（
42
歳
）
も

そ
の
一
人
。
彼
は
布
教
活
動
だ
け
で
な
く
、

防
犯
の
た
め
に
隣
組
を
つ
く
り
、
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
。
隣
人
同
士
が

協
力
し
て
泥
棒
を
捕
ま
え
た
こ
と
も
あ
る

と
い
う
。「
人
間
は
本
来
、
一
つ
の
家
族
と

し
て
助
け
合
う
生
き
物
。
コ
ン
パ
ウ
ン
ド

は
大
き
な
家
族
で
あ
り
、
助
け
合
い
の
精

神
が
あ
る
」
と
話
す
。 

　
大
学
生
の
ロ
ド
リ
ッ
ク
・
チ
ョ
ン
ガ
さ

ん
（
24
歳
）
は
、
土
曜
日
の
午
後
、
コ
ン
パ

ウ
ン
ド
の
市
民
ホ
ー
ル
で
チ
ェ
ス
を
教
え

て
い
る
。
仲
間
と
結
成
し
た
チ
ェ
ス
・
ク

ラ
ブ
。
約
50
人
の
会
員
の
中
に
は
、
10
代

の
少
年
も
多
い
。「
チ
ェ
ス
に
熱
中
す
る
こ

と
で
、
非
行
に
走
る
少
年
を
少
な
く
し
た

い
」
と
い
う
の
が
ク
ラ
ブ
を
作
っ
た
理
由

の
一
つ
だ
。 

母親たちの井戸端会議。日常の会話はコミュニティーの潤滑油市場の衛生状態は決して良いとはいえない。日用品は南アフリカ製と中国製が圧倒的に多い



F.コンパウンドの遠景。ルサカ郊外には合わせて
24カ所のコンパウンドが広がる

G.カニャマ・コンパウンドの治療サポーターの一人
（中央）が、結核患者に病状や服薬の仕方など
を説明する
H.医療施設で薬の配布を手伝う治療サポーター
I .水場を管理する女性（左）。一家族が持ち帰る
量は1日20リットルまで

H
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カ
ウ
ン
ダ･

コ
ン
パ
ウ
ン
ド
の
隣
に
は
ウ

ゴ
ン
ベ
・
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
が
あ
る
。
ウ
ゴ

ン
ベ
と
は
、
現
地
語
で
「
牛
」
の
意
味
。

こ
こ
は
昔
、
牛
の
放
牧
地
だ
っ
た
と
い
う
。

私
が
日
本
人
だ
と
知
る
と
、
周
り
に
い
た

人
た
ち
が
日
本
の
協
力
で
で
き
た
水
場
に

案
内
し
て
く
れ
た
。 

　
56
カ
所
あ
る
ウ
ゴ
ン
ベ
の
水
場
は
す
べ

て
管
理
人
付
き
で
、
使
用
料
の
徴
収
や
掃

除
な
ど
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
管
理

人
は
１
週
間
で
次
の
水
場
に
移
動
す
る
。

長
く
居
る
と
住
民
と
仲
良
く
な
り
過
ぎ
、

い
ろ
い
ろ
な
弊
害
が
出
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

こ
れ
は
「
困
っ
た
隣
人
力
」
の
発
揮
を
防

ぐ
工
夫
な
の
だ
ろ
う
。 

　
次
に
訪
ね
た
カ
ニ
ャ
マ
・
コ
ン
パ
ウ
ン

ド
は
、
人
口
約
20
万
人
、
ル
サ
カ
最
大
の

コ
ン
パ
ウ
ン
ド
だ
。
こ
こ
で
日
本
の
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機
構
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

｜
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
）
が
、
２
０
０
８
年
よ
り

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
草
の
根
技
術
協
力
を
通
じ
て
、

結
核
や
エ
イ
ズ
患
者
の
治
療
を
支
援
し
て

い
る
。 

　
こ
の
取
り
組
み
で
重
要
な
役
割
を
担
う

の
が
、
治
療
サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
地

元
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
日
ご
ろ
か
ら
患
者

宅
を
訪
問
し
、
服
薬
の
手
助
け
や
精
神
面

で
の
ケ
ア
に
努
め
る
な
ど
、
感
染
症
と
闘

う
人
々
の
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
こ
で
も
地
元
民
の
「
隣
人
力
」
が
遺
憾

な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
実
感
し
た
。 

マ    

イ    

ン     

ズ 

ア      

ム      

ダ 

水場の子どもたち。水くみは
重労働だが、それを担うのは
主に女性や子どもたちだ



首都 ： ルサカ
面積 ： 75万2,610km2（日本の約2倍）
人口 ： 1,192万人（2007年）
公用語 ： 英語
宗教 ： キリスト教徒約80％、そのほかイスラム教、ヒンドゥー教、
伝統宗教
1人当たり国民総所得（GNI）： 770ドル（07年）
経路 ： 日本からの直行便はなく、南アフリカ共和国やロンドン
経由が一般的
通貨 ： ザンビア・クワチャ（ZMK）
1ZMK＝約0.02円（09年4月現在）
気候 ： 北部は亜熱帯性気候、南部はサバナ気候に属し、涼しい乾
期（5～8月）、暑い乾期（9～11月）、雨期（12～4月）に分かれる。

Zambia
ザンビア 

Illustration / Hori Takao

JICAの活動 

安定した経済発展を 
後押しするために 
2030年までに中所得国入りを目指すザンビア。
JICAは、経済成長と貧困削減を後押しするため、
そのカギとなる産業の多角化や投資環境の整備
など国の基盤強化を支援している。

　アフリカの中でも比較的政治・経

済が安定し、民主化が進展している

ザンビア。アンゴラやコンゴ民主共和

国、ルワンダなど周辺国の和平活動

を支援すると同時に、主要産業であ

る銅産業や農業を含む産業の多角

化に取り組み、2007年の経済成長

率は6.3％と高い伸びを示している。

しかし、08年末の金融危機の影響で、

銅の価格は最高値の3分の1にまで

落ち込み、経済成長率は5.8％に後

退している。

　JICAはこうした状況の中で、国際

価格が変動しやすい鉱業に依存し過

ぎず、ザンビアがより安定的に成長し

ていくための支援を行っている。

　産業の多角化を後押しする支援で

は、産業の集積地であり南部アフリカ

地域の結節点となる首都ルサカの交

通や上下水道の整備など都市開発

を計画的に進めるための調査を実施。

また、電化率がわずか3％という状況

に置かれている地方の人々に電気を

供給するために、円借款を通じて配

電網を整備するとともに、小水力発

電設備の導入を支援していく計画に

なっている。このザンビアに対する円

借款は、実に17年ぶりのことだ。

　さらに、外国投資をもとに工業化に

成功し、目覚ましい発展を遂げたマレ

ーシアと協力して投資環境整備に取

り組んだ。その結果、マレーシアやイ

ンドによる投資が決定されつつある。

加えて、自立した国づくりに不可欠な

人材の育成や制度構築のため、地

方行政の能力強化も図っている。

　一方で、いまだザンビアには農村

部を中心に貧困層が多い。JICAは、

農業普及員を育成・支援し、開発から

取り残されている小農の自立を促す

ため、農村開発モデルの策定に協力

している。

農村開発モデル策定支援には、アジアでの開発
経験が生かされている

ハンドポンプの修理方法を
指導。JICAは地方の給水
施設の運営・維持管理体
制の改善にも協力している

投資環境整備の支援では、ザン
ビア開発庁の職員らがマレーシ
アの工業団地を訪問した

シ
マ
の
付
け
合
わ
せ
は 

グ
ラ
ン
ド
ナ
ッ
ツ
で
！ 

ザ
ン
ビ
ア
料
理 

ザンビア

コンゴ民主共和国

ジンバブエ

ルサカ 

ビクトリア・ 
フォールズ 

ザンベジ川 
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ザ
ン
ビ
ア
の
主
食
は
メ
イ
ズ
と
い
う
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
の
粉
か
ら
作
ら
れ
る
「
シ
マ
」
。そ
の
お
か
ず

と
な
る
の
が
、ザ
ン
ビ
ア
で
よ
く
食
べ
ら
れ
る
菜
っ

葉
の
レ
イ
プ（
か
ら
し
菜
の
一
種
）や
カ
ボ
チ
ャ
の

葉
、カ
レ
ン
ブ
ラ
と
い
わ
れ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
の
葉
、

キ
ャ
ベ
ツ
、魚
肉
類
、豆
な
ど
。
味
付
け
は
至
っ
て

シ
ン
プ
ル
で
、油
と
塩
の
み
。
玉
ネ
ギ
や
ト
マ
ト
を

入
れ
る
と
う
ま
味
が
増
す
。 

　
日
本
で
ザ
ン
ビ
ア
料
理
を
食
べ
ら
れ
る
店
を

見
つ
け
る
の
は
難
し
い
。な
ら
ば
自
宅
で
、ザ
ン
ビ

ア
人
が
大
好
き
な
グ
ラ
ン
ド
ナ
ッ
ツ（
ピ
ー
ナ
ツ
）

を
使
っ
た
料
理
に
挑
戦
し
て
み
て
は
？ 

〈 

フ
ィ
サ
シ 

〉 

【
材
料
】 

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ（
白
菜
、キ
ャ
ベ
ツ
、ほ
か
の
葉
物

で
も
可
。
ザ
ン
ビ
ア
で
は
カ
ボ
チ
ャ
の
葉
が
主

流
）／
ピ
ー
ナ
ツ
／
玉
ネ
ギ
１
個
／
ト
マ
ト
２
個

／
塩
少
々
／
重
曹
少
々 

【
作
り
方
】 

１
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
千
切
り
か
粗
め
の
み
じ
ん

切
り
に
し
て
塩
ゆ
で
。

２
・
玉
ネ
ギ
と
ト
マ
ト
を
１
セ
ン
チ
角
に
切
る
。

３
・
渋
皮
を
除
い
た
ピ
ー
ナ
ツ
を
粉
末
状
に
。

４
・
１
の
中
に
２
と
３
、塩
、重
曹
を
入
れ
て
15

分
ほ
ど
ゆ
で
る
。

５
・
木
べ
ら
で
か
き
混
ぜ
た
ら
完
成
。

☆
ど
ろ
っ
と
し
た
ピ
ー
ナ
ツ
が
口
あ
た
り
良
く
、

野
菜
嫌
い
な
人
に
も
オ
ス
ス
メ
。シ
マ
は
も
ち
ろ

ん
、ご
飯
と
一
緒
に
、ま
た
酒
の
さ
か
な
と
し
て

も
相
性
が
い
い
。

〈 

カ
ン
ド
ー
ロ
ナ
ン
シ
ャ
ー
バ 

〉 

【
材
料
】 

サ
ツ
マ
イ
モ
／
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー
／
塩
少
々
／
重

曹
少
々

【
作
り
方
】 

１
・
サ
ツ
マ
イ
モ
の
皮
を
む
き
、塩
ゆ
で
す
る
。

２
・
ゆ
で
上
が
っ
た
ら
粉
ふ
き
状
に
し
、少
量
の

水
で
溶
い
た
ピ
ー
ナ
ツ
バ
タ
ー
を
か
け
る
。

３
・
鍋
の
中
で
半
マ
ッ
シ
ュ
状
態
に
な
る
程
度
に

混
ぜ
て
出
来
上
が
り
。

☆
サ
ツ
マ
イ
モ
の
代
わ
り
に
ド
ラ
イ
コ
ー
ン
を
使

っ
て
も
Ｏ
Ｋ
。ぜ
ひ
、一
度
お
試
し
を
！

文
・
写
真
＝
佐
々
木
信
江（
青
年
海
外
協
力
隊
）  

シマの製造風景。トウモロ
コシ粉に水を加え、火にか
けながら練り上げれば完成
だ。練り上げるには結構な
力がいる

カンドーロナンシャーバ 

フィサシ

in ザンビア 
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本誌をご希望の場合は
送料ご負担（200円）にて
お送りいたします。

私たち一人一人にできる国際協力を紹介します。

はじめてみよう！ 国際協力 

〒151-8558  東京都渋谷区代々木2-1-1  新宿マインズタワー内　
TEL：03-5352-5433   FAX：03-5352-5032　Email：jicagap-opinion@jica.go.jp   URL：http://www.jica.go.jp/　
本誌掲載の記事、写真、イラストなどの無断転載を禁じます。

氏名・住所・電話番号・ご希望の
号数もしくは送付期間を明記の 
上、下記にお申し込みください。 

申込方法 

申 込 先
住 　 所
T E L
F A X
E m a i l
支払方法

（株）国際開発ジャーナル社 業務部（発送代行）
〒107-0052  東京都港区赤坂2-13-19 多聞堂ビル
03-3584-2191
03-3582-5745
order@idj.co.jp
「ゆうメール」の着払いとなりますので、
本誌と引き替えに200円をお支払いください。　

■﹇
3
月
号
水
特
集
へ
の
コ
メ
ン
ト
﹈
香
川
県
に
住
む
わ
た
し
た
ち
は

毎
年
夏
に
水
不
足
の
心
配
を
し
ま
す
。
高
知
県
の
早
明
浦
ダ
ム
を
水

源
に
香
川
用
水
を
整
備
し
た
現
在
で
も
、夏
に
な
る
と
水
不
足
が
心

配
に
な
り
ま
す
。
そ
の
水
が
実
は
今
、世
界
中
で
大
き
な
問
題
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
水
、

そ
れ
は
全
て
の
人
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
生
命
の
源
で
あ
る
こ
と
を
あ

ら
た
め
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。（
香
川
県
・
51
歳
・
男
性
・
中
学
校

教
諭
・
工
藤
護
）
 

 ■
﹇
3
月
号
へ
の
コ
メ
ン
ト
﹈
地
球
号
の
子
ど
も
た
ち
を
毎
号
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
中
高
生
の
心
に
き
ざ
ま
れ
た
、他
国
へ
の
知
識
、気
付

き
は
一
生
を
通
し
て
心
に
残
り
、人
生
の
指
針
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

益
々
世
界
の
中
で
色
々
な
事
を
考
え
、決
め
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
世
代
に
と
っ
て
知
る
事
は
理
解
す
る
第
1
歩
だ
と
思
い
ま
す
。（
大

阪
府
・
60
歳
・
女
性
・
主
婦
・
山
内
ま
す
子
）
 

 ■﹇
4
月
号
学
校
特
集
へ
の
コ
メ
ン
ト
﹈
私
た
ち
は
何
も
考
え
ず
に
幼

稚
園
に
入
園
し
、小
・
中
学
校
に
入
学
し
、さ
ら
に
は
高
校
･
大
学
と
進

学
し
、勉
強
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
日
本
で
は
当
た
り
前
に
享
受
で

き
る
「
教
育
」
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
、実
は
と
て
も
有
り
難
い
も
の
な

の
だ
と（
私
は
も
う
間
に
合
い
ま
せ
ん
が
）、今
の
小
・
中
・
高
校
生
に
知
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。（
大
分
県
・
33
歳
・
女
性
・
司
書
）
 

 ■
﹇
4
月
号
へ
の
コ
メ
ン
ト
﹈
「
J
I
C
A,
s
W
o
r
l
d
」
を
読
み

終
え
た
後
、世
界
各
地
で
平
和
な
未
来
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る
多
く

の
人
達
の
姿
を
知
り
、感
動
し
ま
し
た
。
私
は
ま
だ
高
校
生
で
国
際
協

力
の
中
身
を
深
く
は
知
り
ま
せ
ん
が
、今
回
の
本
に
出
会
え
た
事
が
き
っ

か
け
と
な
り
、こ
れ
か
ら
も
一
人
の
日
本
人
と
し
て
世
界
の
平
和
の
意

義
を
理
解
し
、J
I
C
A
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
も
参
加
し
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。（
兵
庫
県
・
17
歳
・
女
性
・
高
校
生
）
 

本誌へのご意見・ご感想や 
JICAへのご質問を 
お寄せください。 

Email : jica@idj.co.jp 
F A X : 03-3582-5745（『JICA’s World』編集部宛） 
 

㈰ エジプト・ナツメヤシ
㈪ エジプト・スパイス＆ハーブ
㈫ 書籍『僕が見たアフガニスタン Afghan Blue』 （p30参照）
㈬ 書籍『放浪の作家安藤盛と「からゆきさん」』（p30参照）
㈭ 書籍『それでも、笑顔で生きていく。
　　～私が出会ったHIV／エイズの子どもたち～』（p40参照）

◎応募締切：2009年7月15日 

添付のアンケートはがき、Eメール、FAXから、本誌に対す
るご意見やご感想、またJICAへのご質問を、氏名・住所・
電話番号・職業・年齢・性別・ご希望のプレゼントを明記
の上、お送りください。ご記入いただいた個人情報は統計
処理およびプレゼント発送以外の目的で使用いたしません。
当選者の発表は発送をもってかえさせていただきます。
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　古代文明の発祥地であり、6000年

の歴史を誇るエジプト。そのエジプト

の“香り”が、日本にも運ばれているこ

とをご存じだろうか。 

　エジプト料理には、スパイスやハー

ブがふんだんに使われる。あちこちで

量り売りされ、ハーブティー、漢方薬と

しても人気だ。それは数千年前から人々

の生活に欠かせない、エジプト人の“ア

イデンティティー”の一部となっている。 

　実は日本にも、多くのスパイスやハ

ーブがエジプトから輸入されている。

だが、他国のものとブレンドされたりし

て「エジプト産」であることが分からず、

エジプト産品そのものの価値が見失

われてきた。 

　その隠された魅力に目を付けたのが、

（株）FAR EASTの佐々木敏行社長。

JICAが日本貿易振興機構（ジェトロ）

と協働で支援するエジプト輸出振興

センターとのコラボレーションにより、エ

ジプトに未知なる可能性を見出した。 

　「日本の消費者に、エジプトの食材

は質が高いだけでなく『おしゃれなん

だ』と感じてもらいたい」。そこで開発

されたのが、黒をベースにしたスティッ

クタイプの包装。「1～2回で使い切れ

る量。本来の香りを毎回楽しむことが

できます」。同じくエジプトの特産品で

あるナツメヤシの販売も開始した。 

　日本の食卓に、エジプトの古代の“香

り”が少しずつ広がりつつある。 

 

★スパイス&ハーブを2人の方に、ナツメヤシを3人の方に
プレゼント！  詳細は38ページへ→

エジプトの香りを日本の食卓へ 

ナツメヤシの収穫に汗を
流すエジプトの青年
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問：（株）FAR EAST
TEL：042-973-2060　　
FAX：042-983-2252
URL：http://www.fareastinc.co.jp/ 
エジプトのスパイス&ハーブ、ナツメヤシ（デーツ）は
全国の有名百貨店で販売。FAR EASTのホーム
ページでも購入できる。
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環境に配慮した植物性大豆 
油インキを使用しています。 

本誌は再生紙を使用しています。

　FNSチャリティーキャンペーンの一

環として、2005年スマトラ沖地震の半

年後にインドネシアのバンダアチェを

訪れました。本当に何もなく、一瞬で

こんなふうになってしまうんだと…。初

めて原爆ドームを見たときのような衝

撃でした。でもそこには、家族を失っ

ても、貧しくても、懸命に生きる人々の

姿がありました。お客さんだからと言

って、私たちに食事をふるまってくれ

たり、「こんな時でも人を気遣うことが

できるなんて」と、胸がいっぱいになり

ました。 

　06年からは、HIV／エイズをテーマ

に、マラウイ、パプアニューギニア、 

ガイアナを取材しました。必要最低限

の医療ですら整備されておらず、もは

や自分たちの力だけでは感染をコン

トロールできない状態。「人の死」が、

あまりに身近に、たくさんあることが 

とてもショックでした。　 

　それでもみんな明るくて、たくましい

んです。助け合いながら、一生懸命

生きてる。日本では感じたことのない、

“人間同士のつながり”の深さを感じ

ました。弟や妹の世話のために学校

に行けなくても、「この子たちのため

に頑張るんだ」って。私は、これまで

人のために生きるなんて考えたことが

あったかと…。 

　一方で、そんな彼らのまぶしい笑

顔が、悲しみとの合わせ鏡であるよう

に思えてなりませんでした。その笑顔

にたどり着くまでは、本当に、本当に

大変だったんだと思います。私は、彼

らのためにも“伝え手”として、目に見

えるものだけでなくその一歩奥にある

ものを感じて、皆さんに伝えていくこ

とが使命だと考えています。 

　マラウイでは、現場で奮闘している

青年海外協力隊の活動も視察しまし

た。そして、孤児院で活動する隊員

の言葉を聞いてはっとしました。 

　「まずは “そばにいる”ことが大切。

一緒に遊んだり、話を聞いてあげたり。

それだけでも違うんです」 

　彼らが自立していくためには、技術

だけでなく、本当に長い目で、ゆっくり

とその国に根差した支援を行ってい

くことが大切なんですね。 

　どんな人でも、身近でできることは

たくさんあると思います。ニュースを見

て、途上国について関心を持つこと

から始めてもいい。フェアトレードショ

ップに、ちょっと足を運んでみるのもい

い。でも若い人には、思い切って外に

飛び出してほしい。言葉だけでなく、

肌で現実を感じることも大切だから。 

　私たち一人一人が、遠い国で起こ

っていること、そこで懸命に生きる人

たちに思いをはせれば、世界は変わ

っていくのではないでしょうか。 
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1972年兵庫県出身。1996年（株）フジテレビジョン
入社。『情報プレゼンター とくダネ！』（99年4月～
2009年3月）などでキャスターを務める。現在産休中。
05～08年にかけて、インドネシア、マラウイ、パプアニ
ューギニア、ガイアナを取材し、全国で報告会を実施。
著書に『それでも、笑顔で生きていく。～私が出会っ
たHIV／エイズの子どもたち～』（扶桑社）。
★この本を1人の方にプレゼント！ 詳細は38ページへ

フジテレビアナウンサー  佐々木 恭子 
S A S A K I  K Y O K O

その笑顔にたどり着くまで 
MY 
ACTION
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○ｃ フジテレビ

※このインタビューは、2009年3月に行われたものです。 




